2016年4月11日～15日
自民 保岡元法相 憲法改正の項目絞り込みは参院選後
NHK4月13日 5時05分
衆議院憲法審査会長を務める自民党の保岡元法務大臣は１２日夜、夏の参議院選挙までは、憲法を改正する具体的な項目の絞り込みは難しいという認識を示したうえで、選挙後に民進党などの理解も得ながら、丁寧に議論を進めていきたいという考えを示しました。
憲法改正を巡って、自民党は夏の参議院選挙の公約に掲げる方針なのに対し、民進党の岡田代表は安倍政権の下での改正阻止を選挙の争点に据える考えを示しています。
こうしたなか、衆議院憲法審査会長を務める自民党の保岡元法務大臣は１２日夜、憲法を改正する具体的な項目の絞り込みについて、「少なくとも野党第１党の民進党には入ってもらわなければ、安心して国民投票を行うことができない。今、参議院選挙を前に政局になっているので、与野党で冷静に話し合える環境ではない」と述べ、夏の参議院選挙までは絞り込みは難しいという認識を示しました。
そのうえで、保岡氏は「選挙後に安倍総理大臣にしっかり理解を求めて、少数政党や野党の意見もよく聞き、政局から離れて、冷静に国の将来や基本を論ずる場を守り抜いていきたい」と述べ、参議院選挙後、民進党などの理解も得ながら、丁寧に議論を進めていきたいという考えを示しました。
「９条すぐ変えられる？　それは難しいでしょ」　菅長官
朝日新聞デジタル2016年4月13日00時22分
■菅義偉官房長官
　（夏の参院選で憲法改正が争点になるかとの質問に）憲法改正は党の政策。ただ、（発議には）衆参で３分の２が必要で、国民の理解も必要だ。国会の憲法審査会で、憲法の何を改正するのか、それぞれの政党が立場を明確にすべきだ。野党でも改正が必要だという人がたくさんいるから、やはり議論をしっかりやっていくことだと思う。でも、現実的に９条変えられると思います？　すぐに？　それは難しいでしょ。憲法を今まで全く変えていなかったわけだから。変えられるところから手をつけていくということは、当然のことではないか。（１２日、ＢＳフジの報道番組で）
参院は「地域代表制」に＝憲法記念日に声明検討－知事会
　全国知事会（会長・山田啓二京都府知事）は１４日、今夏の参院選で初めて導入される「合区」を解消するため、憲法を改正し、参院の地域代表制について明記するよう求める声明を５月３日の憲法記念日に発表する方向で検討に入った。二つの選挙区を統合する合区により地方の多様な意見が国政に反映されにくくなると訴え、見直しに向けた世論を喚起したい考えだ。
　同日、東京都内で開いた総合戦略・政権評価特別委員会（委員長・飯泉嘉門徳島県知事）で、各知事の意見を踏まえ、文案を詰めることを確認した。　
　声明は、３月に同委員会に設置した憲法学者らで構成する有識者研究会の報告書を基に策定する方針。抜本的な合区解消策として憲法を改正するほか、当面の対応として公職選挙法改正による定数配分の見直しや国会法改正による都道府県代表制の法定化を盛り込む見通しだ。（時事通信2016/04/14-17:25）
９条改正難しい＝菅長官
　菅義偉官房長官は１２日夜のＢＳフジの番組で、憲法９条の改正について「難しい」と語った。その上で「憲法を今まで全く変えていなかったわけだから、変えられるところから手を着けていくことは当然ではないか」と述べ、各党の合意の得やすい分野から取り組むべきだとの考えを示した。（時事通信2016/04/12-23:40）
海上自衛隊の護衛艦 ベトナムのカムラン湾に初寄港
NHK4月12日 17時42分
海上自衛隊の護衛艦２隻が、ベトナム海軍の最重要拠点で南シナ海に面したカムラン湾に日本の護衛艦として初めて寄港し、南シナ海で中国が軍事的な活動を活発化させているなかで、防衛分野における日本とベトナムの関係強化が進んでいます。
ベトナム南部のカムラン湾に寄港したのは、海上自衛隊の「ありあけ」と「せとぎり」の２隻の護衛艦です。日本の護衛艦がカムラン湾に入港するのは今回が初めてで、桟橋ではベトナム海軍や地元政府の関係者が自衛官たちを出迎えました。
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　部隊を率いる第１５護衛隊司令の森下治彦１等海佐は「今回の寄港を通じてベトナム海軍との親善に努めたい」と話し、ベトナムとの防衛交流に期待を示しました。
　カムラン湾は、ベトナム戦争中はアメリカ軍が駐留し、その後、ロシア軍が２００２年まで使用していた戦略的要衝で、ベトナムと中国が領有権を争う南シナ海の島々にも比較的近いことから、現在はベトナム海軍の最重要拠点となっています。
　寄港の目的は幹部自衛官による練習航海の一環ですが、中国が軍事的な活動を活発化させているなかでの日本とベトナムの防衛分野の関係強化には、中国の動きをけん制するねらいもあるとみられます。
中谷防衛大臣は閣議のあとの記者会見で、「南シナ海における航行の自由とシーレーンの安全確保は非常に重要だ。今回の寄港がベトナムとの友好親善や防衛協力のさらなる発展に寄与できるよう期待しており、今後とも南シナ海の周辺国との関係強化に向けた努力を積み重ねていきたい」と述べました。
ベトナム海軍の最重要拠点
カムラン湾は、ベトナム南部の南シナ海に面した場所にあり、水深が深く、大型の船も接岸できる港があります。
　ベトナム戦争中の１９６０年代後半から当時の南ベトナムを支援していたアメリカ軍が駐留し、大規模な港湾施設を整備しました。
　ベトナム戦争終結後の１９７９年からは当時のソビエト軍が借り受け、ソビエト崩壊ののちもロシア軍が、２００２年に撤退するまで東南アジアの戦略的要衝として使用していました。
　カムラン湾は、ベトナムが中国と領有権を争う南シナ海の南沙（スプラトリー）諸島や西沙（パラセル）諸島にも比較的近いことから、現在ではベトナム海軍の最重要拠点となっています。
　これまでベトナムは、外国軍のカムラン湾への寄港を厳しく制限してきましたが、去年１１月、日本との間で防衛協力の一環として自衛隊の艦艇を寄港させることで合意しました。
　先月には、外国の大型の艦艇も受け入れることができる新たな港湾施設も完成。南シナ海の領有権問題を巡る中国との対立が続くなか、日本やアメリカなどの艦艇を頻繁に受け入れることで、海洋進出の動きを強める中国をけん制するねらいもあるとみられます。
ベトナムと中国 繰り返される衝突
ベトナムと中国は、南シナ海の島々の領有権を巡って、これまでたびたび衝突を繰り返してきました。
ベトナム戦争中の１９７４年、西沙諸島で、当時の南ベトナムと中国が軍事衝突し、以後、西沙諸島は中国の実効支配下に置かれました。
　また、１９８８年には中国が南沙諸島に艦艇を派遣し、ベトナム軍と交戦の末、武力で南沙諸島の６つを占領しました。
　その後も南シナ海では、ベトナム漁船が中国当局に拿捕（だほ）されるなど、両国の間では火種がくすぶっていましたが、おととし中国が西沙諸島近くの海域に海底油田の掘削装置を設置したことをきっかけに、両国の船が衝突するなど対立が先鋭化しました。
　ベトナムでは、首都ハノイだけでなく国内各地で中国に抗議する反中デモが広がり、死傷者も出る事態となりました。
　これを受けて、両国の最高指導者どうしが相互に訪問し、関係改善に向けた動きも見られましたが、ことしに入ってからも中国は、南シナ海の島々でレーダー施設の建設や地対空ミサイル部隊を展開するなど軍事拠点化を進める動きを見せており、ベトナムは中国に対するいらだちを募らせています。
カムラン湾、高まる重要性＝南シナ海にらみ方針転換－越
　【カムラン時事】中国が南シナ海の軍事拠点化を進める中、ベトナム南部の要衝カムラン湾の重要性が高まっている。南シナ海の領有権を中国と争うベトナムは、日本などの艦艇に利用を認めることで、中国の進出に歯止めをかけたい考え。日米などにとっても、南シナ海のほぼ中央に位置し、軍や民間の船舶が多数航行する海上輸送路（シーレーン）にも近い同湾への寄港で、得られるメリットは大きい。
　海上自衛隊として初めて護衛艦「ありあけ」など２隻がカムラン湾に寄港した１２日、中谷元防衛相は談話で、同湾の戦略的価値について「南シナ海、ひいては地域と世界の平和と安定に大きく貢献する」と強調。補給地として利用することで、国際協力活動などで海自艦艇がより円滑に行動できるとの考えを示した。
　さらに背景として、南沙（英語名スプラトリー）、西沙（パラセル）両諸島からいずれも５５０キロ前後と近いカムラン湾への日本を含めた外国艦艇の出入りが、対中けん制につながるとの期待もある。
　中国もこうした動きに神経をとがらせ、ベトナムに働き掛けているもようだ。ベトナムのメディアは３月末、国防省高官が対中協力に関し「カムラン湾（への寄港）も含まれる」と語り、中国艦艇も迎える意向を示したと報じた。（時事通信2016/04/12-19:35）
海自艦、越要衝に初寄港＝中国けん制へ連携アピール


１２日、ベトナム南部カムラン湾に寄港した海上自衛隊の護衛艦「ありあけ」（左）と「せとぎり」
　【カムラン（ベトナム南部）時事】練習航海中の海上自衛隊の護衛艦「ありあけ」と「せとぎり」が１２日、南シナ海に面したベトナム南部カムラン湾の国際港に寄港した。中越などが領有権を争う南沙（英語名スプラトリー）、西沙（パラセル）両諸島にも比較的近い軍事上の要衝であるカムラン湾に、海自艦艇が入港したのは初めて。
　南シナ海の軍事拠点化を進める中国をけん制するため、日越両国の連携をアピールする狙いがある。中谷元防衛相は談話を発表し、「南シナ海が安全であり続けることは、地域や世界の平和と安定にとって非常に重要だ」と強調。ベトナム海軍との関係を強化し、日本として地域の安定に貢献する考えを示した。
　４日間の寄港中、両国関係者の交流や海上での衝突回避訓練などを行う。こうした動きに対し、中国の反発も予想される。（時事通信2016/04/12-16:19）
海自艦の越寄港に不快感＝中国
　【北京時事】中国外務省の陸慷報道局長は１２日の定例記者会見で、海上自衛隊の護衛艦がベトナム南部カムラン湾に寄港したことについて、「もし第三国、特に中国を対象にしたもので、地域の平和と安定にマイナスになるならば、中国は当然反対する」と述べ、不快感を示した。（時事通信2016/04/12-17:58）
海自大型護衛艦が参加＝インドネシアで共同訓練
　【ジャカルタ時事】インドネシア海軍主催の多国間共同訓練「コモド２０１６」が１２日、スマトラ島沖合で始まった。日本の海上自衛隊からは大型護衛艦「いせ」と乗組員約３６０人が参加した。
　「いせ」は訓練後、南シナ海に面するフィリピン・ルソン島のスービック港への寄港も検討されている。海自は今月３日、練習航海中の潜水艦「おやしお」も同港に寄港させており、いずれも南シナ海への進出を強める中国をけん制する狙いがあるとみられる。
　２０１４年に始まったコモドは今回で２回目。米中や東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）など３５カ国の海軍関係者が参加し、１６日までの期間中に「人道支援、災害救援を中心とした訓練」（インドネシア海軍広報官）が行われる予定。（時事通信2016/04/12-11:23）
１９日に中間報告＝日本の「表現の自由」－国連担当者


外務省で木原誠二副大臣（手前右）と面会した国連人権理事会のデービッド・ケイ特別報告者（左）＝１４日午後、東京・霞が関
　来日中の国連人権理事会のデービッド・ケイ特別報告者（表現の自由担当）が１４日、外務省を表敬訪問した。ケイ氏は滞在中、日本の「表現の自由」の状況について調査し、１９日に中間報告を発表する予定。
　ケイ氏は１２日から調査を開始した。木原誠二外務副大臣と面会したケイ氏は「重要な１週間になる」と強調した。（時事通信2016/04/14-20:23）
衆院選共闘、民進へ働き掛け＝共生社３党首が確認
　共産党の志位和夫委員長は１４日、生活の党の小沢一郎代表、社民党の吉田忠智党首と国会内でそれぞれ会い、次期衆院選での候補者調整に難色を示している民進党に連携して働き掛けを強めていく方針を確認した。
　このうち、小沢氏は「衆院選は政権選択の選挙だから、衆院選で協力しなければ意味がない」と指摘。民進党に関し「徐々に背に腹は代えられなくなる」として、いずれ態度を軟化させるとの見通しを示した。　
　会談は、共産党の新執行部選任を受けた与野党幹部へのあいさつ回りの一環。民進党の岡田克也代表とも会談し、２４日投開票の衆院北海道５区補選や国会対応での共闘を申し合わせた。（時事通信2016/04/14-20:02）
「野党共闘は反安保法制でやっている」　共産・志位氏
朝日新聞デジタル2016年4月14日17時45分
■志位和夫・共産党委員長
　（安倍政権側から「民共合作」批判が強まっていることに）いわゆる「野合だ」と言いたいのだろうが、国民の声、市民の声が全く聞こえていないのだと思う。市民の「野党は共闘」という声に応えて野党は動いて、共闘が始まっている。国民、市民の声に応えた動きが野合であるわけがない。そして、私たちは安保法制の廃止、立憲主義の回復という国民的大義で結束している。日本共産党は日米安保条約を国民多数の合意で廃棄し、独立中立の日本を築くという大目標を持っている。自衛隊の問題も考え方を持っている。しかし、その考え方を野党共闘に持ち込んでいるわけではない。今の野党共闘は反日米安保条約でやっているわけではない。反安保法制でやっているわけで、そこをねじ曲げるような攻撃をいくらやっても、通用するものではない。これは政権党の焦りの表れだと受け止めている。政権党がそういうことを言わなければならないところまで追い込んで来たことは、野党共闘の力が逆に示されているものと考えている。
　例えば、公明党は代表自身が「集団的自衛権は反対だ」とあれだけ言って選挙を戦った。その後、自民党との間で集団的自衛権の行使容認の合意を結ぶことをやった。野合とは大義も道理もなく一緒になることだ。その点では自民党と公明党こそ野合という批判が当たる。今の最大の問題である集団的自衛権の問題でもそういうことが言えるのではないか。（１４日、記者会見で）
候補者調整 　民・共協力、衆院選は進まず
毎日新聞2016年4月14日　21時06分（最終更新　4月15日　04時27分）
　夏の参院選の「１人区」（改選数１）や衆院北海道５区補選で共闘する民進、共産両党が、次期衆院選の小選挙区では候補者一本化に向けた調整が進んでいない。衆参同日選が実施された場合、両党が激突する小選挙区が増えれば、参院選での野党共闘に影響する可能性がある。北海道５区補選の結果にかかわらず、野党分断のため安倍晋三首相が同日選に踏み切るのでは、との臆測が消えない根拠にもなっている。 
　共産の志位和夫委員長は１４日の記者会見で、同日選の可能性を問われ、「そういうこともあり得ると考え、衆院小選挙区で選挙協力の協議に入ろうと提案している。粘り強く努力したい」と語った。 
　参院選の１人区や衆院北海道５区補選で候補者を自主的に取り下げたが、譲歩だけでは党勢拡大につながらない。衆院選では、直近の国政選挙の比例代表の得票率を基準に、小選挙区の候補者数を配分するよう提案する。２０１４年衆院選で試算すると、民進（旧民主と旧維新の合計）は２０１人、共産６７人となる。さらに参院選の共闘では「横に置く」とした政権構想「国民連合政府」も、政権選択となる衆院選では共闘の協議対象とし、「野党連立政権」に意欲を示す。 
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夏の参院選と次期衆院選における民進、共産両党の選挙区での方針
　一方、民進の蓮舫代表代行は１４日の会見で、「衆院は政権選択の選挙になるので、ハードルが低いとは思わない」と共産との協議に慎重姿勢を示した。次期衆院選で単独政権を目指す姿勢を打ち出すため、２９５小選挙区のうち２４０以上での候補者擁立を目標に掲げ、現職と公認候補で１９４選挙区を埋めた。これに対し共産は３月以降、東京、大阪、京都の小選挙区で独自候補の公認を発表し、民進をけん制する。 
　民進も単独では自民党に対抗できないと認識しており、「我々が擁立する２４０選挙区以外は、共産が自由に擁立すればいい」（民進幹部）とあうんの呼吸でのすみ分けを期待する。別の幹部も「表で言うとうまくいかなくなる」と共産の積極的な発言を警戒する。北海道５区補選で野党統一候補が勝利すれば、候補を取り下げた共産の存在感が高まり、選挙協力の協議入りをより強く求められそうだ。【朝日弘行】 
菅官房長官 　「鉄壁」一転「民共」批判のスポークスマン？
毎日新聞2016年4月13日　19時47分（最終更新　4月13日　21時42分）
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菅義偉官房長官＝藤井太郎撮影
両党の選挙協力けん制が狙いで、相次ぎＴＶ出演や講演 
　菅義偉官房長官が相次いでテレビ出演や講演を行い、民進党と共産党批判のボルテージを上げている。衆院北海道５区補選（２４日投開票）や参院選に向けた両党の選挙協力をけん制するのが狙いで、さながら「民共合作」批判のスポークスマンと化している。 
　菅氏は国会開会中は原則、記者会見以外のメディア露出を避けてきた。慎重な物言いで「鉄壁」の異名を持つが、１２日夜のＢＳフジの番組では「共産党の政策がひどいことを訴えていく」と露骨な批判を展開した。 
　さらに１３日の東京都内での講演では「共産党の綱領は日米安保条約破棄、自衛隊解散だ」と述べ、同党と民進党の安全保障政策の違いを強調。「野党に国民の生命と平和な暮らしを守ることができるのか」と訴えた。 
　菅氏の異例の言動に対し、与党内では「補選や参院選の情勢が厳しいのに気づき、尻に火が付いた」（幹部）との見方が出ている。【高本耕太】 
菅官房長官 　衆参同日選「首相がやると言えばやる」
毎日新聞2016年4月13日　22時53分（最終更新　4月14日　01時56分）
　菅義偉官房長官は１３日、自民党のインターネット番組に出演し、夏の参院選に合わせて衆院選を実施する衆参同日選について「（安倍晋三）首相の専権事項だ。首相がやると言えばやるということだ」と述べた。直接の言及を避けてきたが、首相の判断次第で衆院解散に踏み切る可能性をにじませた。 
　菅氏は一方、「いろいろな人が（同日選の可能性を）言っていて、どうかなと思う。地元の声を吸い上げることは選挙のあるなしに関わらず必要だ」と語り、与党内の同日選論の過熱にクギを刺した。【高本耕太】 
衆参同日選「首相が言えばやる」　官房長官 
日経新聞2016/4/13 22:58
　菅義偉官房長官は13日、自民党のインターネット番組で、衆参同日選に関し「衆院解散は安倍晋三首相の専権事項だ。首相がやると言えばやるということだ」と述べ、首相の判断次第で同日選の可能性に言及した。「衆院議員は当選したときから言われてきたが、やはり常在戦場だ」とも語った。
　７月の参院選の獲得議席目標は「まず与党で過半数をとるというのが基本だ」と述べた。「自民党は27年間、単独過半数を取れていない。そんなに甘くない」と指摘した。
自民単独過半数「難しい」　官房長官、参院選見通し 
日経新聞2016/4/13 1:20
　菅義偉官房長官は12日のＢＳフジ番組で、７月の参院選で自民党単独で過半数を取る可能性について「簡単に勝たせてもらえる状況ではない。なかなか難しい」との認識を示した。「政権選択選挙ではないので（有権者は）バランスをとろうとする」とも指摘した。
　民進党と共産党の選挙協力が脅威かと問われ「数字上はそうなるが１足す１が２になるかは分からない。絶対に油断してはならない」と述べた。
　衆院補選の結果が与える影響について「（消費増税先送りや衆参同日選の可否の）何の判断材料にもならない」と強調した。消費増税に関し「（引き上げに向けた）経済環境をつくるのは大事だ。今は引き上げる前提でやっている」と述べた。憲法改正では「現実的に９条を変えることは難しい」と指摘した。
産経新聞2016.4.14 20:02更新 
「日本で一番安全な国会議事堂でデモする政党が世界平和に役立っているのか！」　公明・谷合氏が共産などを痛烈批判

「市民団体」に加え民主党や共産党の幹部も参加した安全保障関連法の廃止を求める集会＝１２月６日午後、日比谷野外音楽堂（酒井充撮影） 
　公明党の谷合正明参院議員は１４日、東京都内で開いた自身の出版記念パーティーであいさつし、集団的自衛権の限定的行使を可能とする安全保障関連法を廃止すべきだと主張する野党を痛烈に批判した。
　谷合氏は昨年９月末の通常国会閉会直後、公明党議員団としてパレスチナ自治区ガザ地区など中東難民キャンプに入り、難民支援活動に携わった。
　パーティーのあいさつではこうした実績に言及。学生グループ「ＳＥＡＬＤｓ（シールズ）」とともにデモ活動を続ける共産党などを念頭に「日本で一番安全な国会議事堂で『戦争法』と訴える政党と、世界で一番困難な地域で具体的な平和活動をする政党と、一体どちらが世界の平和の役に立っているのか」と強調した。
４野党、道用氏を統一候補に＝参院富山
　民進、共産、社民、生活各党の富山県組織は１３日までに、夏の参院選富山選挙区（改選数１）の統一候補として、新人で元県ＰＴＡ連合会副会長の道用悦子氏（５０）を無所属で擁立することを決めた。共産党は同区で公認していた新人、高橋渡氏（５３）の擁立を取り下げ、比例代表候補とする。　
　道用氏は市民団体「オールとやま県民連合」の支援も受ける。同区で自民党は現職の野上浩太郎氏を公認している。（時事通信2016/04/13-18:44）
人事紛糾、ピースふくい多難船出　打倒自公へ県内３０団体が結集

福井新聞2016年4月13日午前7時10分



安保関連法廃止へ決意を新たにしたピースふくいの結成大会＝１０日夜、福井市の県国際交流会館

　安全保障関連法の廃止を目指す民進、共産、社民各党と市民団体、個人でつくる「ピースふくい」は１０日夜、福井市の福井県国際交流会館で結成大会を開き、夏の参院選で自公両党を過半数割れに追い込む決意を新たにした。政策協定を結んでいる福井選挙区の野党統一候補、横山龍寛氏を間接的に支援する。
　「戦争する国づくり反対！　福井総がかりアクション」など県内３０団体が名を連ね、大会には約１６０人が参加した。
　準備会の宮下正一代表が組織立ち上げの経緯を紹介した後、辻一憲事務局長が規約案や人事案などを説明した。共同代表には柳本秀男さん（元県教組委員長）、花澤和實さん（元連合福井会長）、直江義子さん（元県労働相談員）、ヤング有希子さん（安保関連法に反対するママの会福井）の４人が選出された。しかし、出席者から選考過程が不透明との指摘が相次ぎ、一時紛糾する場面もあった。
　共同代表はそれぞれ「市民の力で、安倍政権を打倒しよう」などとあいさつした。横山氏も登壇し「皆さんとともに、安保関連法廃止の思いを実現したい」と語った。風船形のくす玉を割るセレモニーで門出を祝った。
　ピースふくいは▽安保関連法廃止と集団的自衛権行使容認の閣議決定の撤回▽安倍政権の打倒▽立憲主義の回復―の３点を目的に活動する。２１日のＪＲ福井駅東口での活動を皮切りに、県内各地で街頭演説や集会、ポスター掲示、ビラ配布で支持を広げる。
　■くすぶる警戒感
　ピースふくいの共同代表の人選に反発が相次いだのは、４人中３人が民進党系の労働組合ＯＢだったためだ。市民団体には運動を盛り上げてきた自負があり、労組や政党に主導権を握られたくないとの警戒感がくすぶっている。
　「昨夏から安保関連法反対の主導的立場を担ってきたのは私たちだ」。人事案に対する質疑で、口火を切ったのは「戦争する国づくり反対！　福井総がかりアクション」の屋敷紘美代表。「市民運動と自公の戦いという位置付けもしなければいけない」とけん制した。この後も「今度の代表者委員会で決めればいいのでは」との意見が相次いだ。
　これに対して柳本秀男共同代表は「ぜひとも私の人事は否決してほしい」と皮肉った上で、「あまり左がかりの方は好きではない」と言い放ち、会場には一時、険悪なムードが漂った。事務局は火消しに追われ、代表の追加を今後検討することで決着した。
　当初、代表人事は５日の準備会会合で内定する予定だったが、準備会の宮下正一代表に一任する形で結論を先延ばしにしていた。野党統一候補の擁立主体である連合福井が共産党との積極的共闘を拒み、政党色を薄める形でピースふくいを立ち上げた経緯があるだけに、組織の顔を誰にするかが難題になっていた。
　「初回くらいはシャンシャンでいくと思ったんだけど」。参加者の一人は、多難な船出にため息を漏らした。

民進「支援」の文言削除＝参院選で政策協定留保－連合方針
　連合は１４日の中央執行委員会で、旧民主、旧維新両党が合流して結成した民進党への対応方針を決定した。同党との関係について「政策実現のため、連携を図る」と記すにとどめ、旧民主党時代に使っていた「連携ならびに支援を強化する」との表現から後退させた。夏の参院選に臨むに当たり、支援の根拠となる政策協定を民進党と結ぶかどうかも態度を留保した。
　対応方針から「支援を強化」の文言を削除したのは、官公労に批判的な旧維新系議員をけん制する狙いがあるとみられる。対応方針は、民進党の新綱領などについて、連合構成員の「理解浸透に一定の時間を要する」と指摘。当面は政策の検証や党側との協議を進め、理念を共有できる政党だと判断すれば、６月をめどに参院選に向けた政策協定を締結するとの道筋を示した。
　神津里季生会長はこの後の記者会見で「基本的にはこれまでと同様のスタンスで、しかしながら新しい党との関係はこれから連携を重ねていく」と述べ、民進党の出方を見極める考えを示した。（2016/04/14-19:31）
産経新聞2016.4.14 05:00更新 
連合、根強い旧維新への不信感、「民共合作」批判浴びる民進党への牽制も
　連合が民進党との関係を見直す背景には、行政改革を旗印とし、その抵抗勢力として官公労を批判してきた旧維新の党への根強い不信感がある。同時に、夏の参院選に向けて改選１人区で共産党を含めた野党統一候補の擁立も進展する中で、「民共合作」批判を浴びている民進党への牽制（けんせい）の意味合いもありそうだ。
　「労働組合は既得権益だけを守る守旧勢力だと主張した方が、この中にいるかもしれない」。３月２７日の民進党結党大会で、来賓として出席した連合の神津里季生会長は、旧民主党と合流する旧維新の党側にクギを刺した。
　神津氏の発言は、身を切る改革の一環として「公務員たたき」を展開してきた旧維新の党への警戒感が拭えていない現実を裏付けた。実際、旧維新の党側は合流前の旧民主党と今年２月、旧維新の党側が強く主張していた国家公務員の総人件費２割削減を含む財政健全化推進法案を衆院に共同提出し、連合は給与や定員削減につながるとみて行方を注視している。
　参院選をにらんだ野党統一候補の一本化調整も連合にとって懸案だ。神津氏は共産党に対し「目指す国家観や理念が異なる」と繰り返している。平成元年結成の連合は「非自民・非共産」を掲げた一方、共産党と密接な関係の組合などは全労連（全国労働組合総連合）を結成した経緯があり、いまも敵対関係にあるからだ。とはいえ、民進党公認の組織内候補１２人に加え、連合出身の野党統一候補も擁立しており、ジレンマを抱えている。
産経新聞2016.4.14 21:18更新 
参院選へ茨城県市民連合結成　「安倍さんは泥棒」「彼の中には軍国主義の日本しかない」　シールズのうねりも


共同代表の１人としてあいさつする元日本医師会会長の原中勝征氏＝１３日夜、水戸市千波町（上村茉由撮影） 
　夏の参院選に向け、野党候補を支援する「茨城県市民連合」が結成され、共同代表に茨城県内の首長経験者や元衆院議員らが就任した。市民連合は「反安倍晋三政権」の性格を鮮明にし、野党共闘を声高に訴えたが、改選数２の茨城では、これまで自民、旧民主両党が議席を分け合ってきた。今回も自民、民進両党で議席を分け合う公算が大きいだけに、野党共闘は掛け声倒れになりかねない。
　「積極的平和主義という言葉を使っているが、平和主義について何も理解していない」「彼の中には軍国主義の日本しかない」…。
　１３日夜に水戸市内で開かれた市民連合の結成集会。共同代表の１人で元茨城県美浦村長の市川紀行氏は安倍首相をこう批判した。
　公明党を振り出しに新進党、自由党などと渡り歩いた同じく共同代表の元衆院議員、二見伸明元運輸相は「安倍さんは泥棒だ。憲法の精神を盗んだ」と罵（ののし）り、旧民主党政権時代に、生活の党と山本太郎となかまたちの小沢一郎代表と懇意にしていた、元日本医師会会長の原中勝征氏は「安倍政権を倒さなければならない」と気勢を上げた。
　いずれの発言もレッテル貼りに勤しんでいるようでもあった。「そうだ！」「いいぞ！」などの声が飛び交い、会場は熱気に包まれた。収容人員は約３００人だが、立ち見まで出た。安全保障関連法に反対する学生グループ「ＳＥＡＬＤｓ（シールズ）」のメンバーも登壇し、シールズの波が茨城にも押し寄せていることをうかがわせた。
　だが、このうねりが県内全域に広がるかは疑わしい。市民連合の結成宣言には、参院選に向けて「統一候補に全野党はもちろん、多数の県民有権者を結集させていく運動を全力を挙げて追求します」と明記。市川氏も「野党は共闘して（候補者を）１人に絞って自民党を倒していかなければならない」と語った。
　しかし、改選の２議席が自民と旧民主の指定席になってきた以上、野党共闘の機運を醸成するのは困難といえる。民進が共産党と組む必要性はあまりないからだ。両党とも別々に戦ったほうが比例票を掘り起こしやすいという側面もある。このため、共産もすでに候補予定者を決めており、野党共闘を進めようとしている形跡はない。
　市川氏もそのことは理解しているとみられ、「もしかしたら衆参同日選もあるかもしれない。その辺に向けて頑張っていけたらと思う」とも語っている。１人区でこそ野党共闘の威力が発揮されるのは言うまでもない。
　市民連合がどういう政治態勢を求め、そのためにどこまで国政選挙に関与していこうとしているのかは見えてこない。
（水戸支局　坂井広志）
自民、失言止まらず＝衆院補選に危機感
　自民党議員の失言が止まらない。先月の「巫女（みこ）」発言に続き、今度は赤枝恒雄衆院議員（７２）＝比例東京＝が「親に言われて仕方なく進学しても、女の子はキャバクラに行く」と発言し、野党から批判を浴びた。政府・自民党は、野党統一候補との接戦が伝えられる衆院北海道５区補欠選挙（２４日投開票）への影響を懸念し、党内の引き締めに躍起となっている。
　赤枝氏は産婦人科医で当選２回。問題となった発言は１２日、子どもの貧困対策推進を目的とした超党派議員連盟の会合で飛び出した。女子・職業差別と受け取られかねない内容に、野党は早速、反応した。民進党の山井和則国対委員長代理は１３日の記者会見で「自民党の女性蔑視の体質が表れている」と指摘。蓮舫代表代行も１４日の会見で「全く理解できない。奨学金拡充を求めた会議で、自らの持論を展開するのはあまりにも自己中心的としか見えない」と切り捨てた。
　公明党からも「言語道断。国会議員として恥ずかしい発言だ」（漆原良夫中央幹事会長）と突き放され、自民党の稲田朋美政調会長は会見で「誤解を招くことがないよう、自分の意見を言う場合にも緊張感を持って発言すべきだ」と火消しに努めた。
　北海道５区補選をめぐっては、先に応援に入った自民党の大西英男衆院議員（６９）＝東京１６区＝が先月２４日の派閥会合で「自民党はあまり好きじゃないと言うんだ。巫女さんのくせに」と発言し、自民候補のマイナス材料とされている。同党中堅は「巫女発言で一気に空気が悪くなった」と話し、赤枝氏の発言の影響も危惧している。　
　「一億総活躍社会」を掲げる安倍官邸も頭を抱えている。菅義偉官房長官は会見で赤枝氏に説明を求めるとともに、「安倍政権としては、貧困で子どもが教育を受けられないとか、貧困の連鎖が続くことのないよう、全力で政策を実現していきたい」と強調した。一方、赤枝氏は１４日、国会内で記者団からコメントを求められたが、応じなかった。

◇最近問題となった自民議員の言動
▽丸川珠代環境相が講演で東京電力福島第１原発事故に伴う除染の基準値を「何の根拠もない」と発言（２月７日）
▽宮崎謙介氏（離党）が不倫問題で衆院議員を辞職（２月１６日）
▽丸山和也参院議員が参院憲法審査会で「米国は黒人が大統領になっている。黒人の血を引くね。これは奴隷ですよ」と発言（２月１７日）
▽松島みどり元法相が衆院外務委員会の審議中に読書、携帯電話を操作（３月９日）
▽石破茂地方創生担当相が衆院特別委員会で法案内容を説明する際、誤って成立済みの法律の内容を読み上げ（３月１５日）
▽大西英男衆院議員が細田派会合で「自民党はあまり好きじゃないと言うんだ。巫女（みこ）さんのくせに。誘って札幌の夜に説得しようと思った」と発言（３月２４日）
▽赤枝恒雄衆院議員が超党派議員連盟の会合で「親に言われて仕方なく進学しても、女の子はキャバクラに行く」と発言（４月１２日）
（時事通信2016/04/14-19:15）
公明の対立候補擁立せず＝次期衆院選でおおさか松井氏
　おおさか維新の会の松井一郎代表（大阪府知事）は１３日、次期衆院選に関し、「大阪の二重行政を解消するためにも、公明党と関係を築いている時に国政選挙でけんかを売る必要は全くない」と述べ、公明党候補が出馬する大阪の小選挙区に対立候補を擁立しない考えを明らかにした。大阪市内で記者団の質問に答えた。
　松井氏は、大阪市を廃止して特別区に再編する「大阪都構想」の実現を目指しており、府・市議会での多数派形成のため公明党の協力を重視する姿勢を示したものだ。　
　おおさか維新の前身である維新の党は２０１４年の前回衆院選で、都構想に反対していた公明党をけん制するため、当時共同代表だった橋下徹氏と幹事長だった松井氏が公明党現職がいる小選挙区で立候補する構えを見せ、最終的には出馬を見送った経緯がある。その後、公明党は都構想の是非を問う住民投票の実施を容認する姿勢に転じた。（時事通信2016/04/13-23:05）
おおさか維新 　公明議席の府内４小選挙区で候補を擁立せず
毎日新聞2016年4月13日　23時18分（最終更新　4月13日　23時18分）
　おおさか維新の会の松井一郎代表（大阪府知事）は１３日、次期衆院選で、公明党が議席を持つ府内の４小選挙区では候補を擁立しない方針を明らかにした。大阪市内で記者団に語った。再挑戦を目指す「大阪都構想」を議論する法定協議会設置などに向け、慎重姿勢の公明から譲歩を引き出す狙いがあるとみられる。 
　大阪では昨年１１月の知事・大阪市長のダブル選以降、府市の施策で維新と公明の協調が進んでいる。松井氏は衆院選での対応を問われ、「公明党さんと今のところいい関係ができている。国政選挙でこちらからけんかを売る必要は全くない」と述べた。一方、「むちゃくちゃやられて信頼関係が吹っ飛んだときは戦う」とも語った。【青木純】 
道５区補選　和田氏、池田氏で確定　参院選前哨戦一騎打ち
北海道新聞04/13 06:30
　１２日告示の衆院道５区（札幌市厚別区、石狩管内）補欠選挙は同日午後５時で立候補の届け出が締め切られ、自民党新人の和田義明氏（４４）＝公明党、日本のこころを大切にする党、新党大地推薦＝と、無所属新人の池田真紀氏（４３）＝民進党、共産党、社民党、生活の党推薦＝の一騎打ちが確定した。与野党は同日告示された京都３区補選とともに夏の参院選の前哨戦と位置付けており、２４日の投開票日まで総力戦で臨む構え。選挙結果は、衆参同日選もにらむ安倍晋三首相の衆院解散戦略や政権運営に影響を与えそうだ。参院選での統一候補擁立を進める野党各党にとっては、共闘の行方を占う選挙となる。
　故町村信孝前衆院議長の死去に伴う道５区補選。娘婿の和田氏は、札幌市厚別区での第一声で「父と『凜（りん）とした保守政治』を守ってくれた皆さんに、何としても勝って恩返しがしたい」と力説した。自民党の谷垣禎一、公明党の井上義久両幹事長ら与党幹部も駆け付け、支援を求めた。
　京都３区補選で公認候補擁立を見送り、既に「不戦敗」が確定した自民党にとって、事実上の与野党対決となった道５区補選は「安倍政権の浮沈がかかる戦い」（党幹部）だ。
　昨年９月の安全保障関連法成立や今年２月の環太平洋連携協定（ＴＰＰ）署名後、初の国政選挙だけに、参院選を前に政権運営に対する「国民の審判」が下される意味は大きい。政府・与党内では、首相が来年４月の消費税増税を先送りし、衆参同日選に踏み切るとの観測が広がるが、「道５区で敗れれば衆院解散など打てない」（首相周辺）事態に追い込まれかねない。
　首相は１７日に道５区入りし、経済政策「アベノミクス」の成果を訴えると同時に、民進、共産両党の共闘を批判する構え。与党内には「想定外の大接戦」との見方もあり、谷垣氏は１２日、札幌市内で「厳しい選挙だ。断じて勝たなければならない」と語気を強めた。
　「誰一人、置いてきぼりにしない社会をつくりたい。多くの政党、市民がつながれば絶対に負けない」。池田氏は江別市内での第一声で、政党の枠組みを超えた「市民」との共闘を目指す姿勢を強調。池田氏を推す野党４党も政党色を抑えた方が得策と判断し、告示日の幹部の道５区入りを見送る異例の対応を取った。当初検討していた選挙期間中の４党首そろい踏みの演説も取りやめる方針だ。
　参院選での統一候補擁立を進める野党各党は「道５区補選で勝てば、安倍政権は一気に失速する」（民進党幹部）とみて、安保関連法で高まった「反安倍」の世論を味方につける戦略を描く。選挙戦ではＴＰＰ交渉の情報開示や待機児童問題なども訴え、「首相の国民目線からかけ離れた政治」（共産党中堅）を浮き彫りにしたい考えだ。
　３月に旗揚げした民進党にとっては国政選挙の初陣で、道５区補選の結果は今後の党勢を左右する。共産党は衆参同日選をにらみ、衆院選での野党共闘も狙うが、道５区補選で敗れれば共闘への機運は急速にしぼみかねない。民進党の岡田克也代表は１２日、京都市内で力を込めた。「安倍政権の暴走にストップをかける。国民の意思を示せるのは、二つの補選しかない」（東京報道　平畑功一、西依一憲）
衆院2補選がスタート　安保や経済争点、24日投開票
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衆院北海道5区補欠選挙が告示され、候補者の第一声に集まった有権者＝12日午前、北海道江別市　12日告示された衆院北海道5区と京都3区の補欠選挙は午後5時に届け出が締め切られた。北海道5区は新人2人が立候補し、与野党一騎打ちの構図が確定した。京都3区は自民、公明両党が不戦敗。野党公認の3人を含む6人の争いとなった。3月に施行された安全保障関連法の是非や安倍政権の経済・子育て政策などを争点に、24日の投開票へ向けて12日間の総力戦がスタートした。

　各党は補選を夏の参院選の前哨戦と位置付ける。結果は安倍晋三首相の政権運営や野党共闘の行方に影響を与えそうだ。

　与野党は、幹部らを選挙区に送り込み、支持を訴える。

「参院選の前哨戦」衆院２補選告示
NHK4月12日 17時29分
夏の参議院選挙の前哨戦となる、衆議院の北海道５区と京都３区の補欠選挙が告示されました。選挙結果は、衆議院の解散戦略を含む安倍総理大臣の今後の政権運営に加え、各党の選挙協力にも影響を与えるものとみられ、激しい論戦が繰り広げられる見通しです。
衆議院北海道５区の補欠選挙は、自民党の前衆議院議長が、去年、死去したことに伴うもので、立候補したのは、届け出順に、▽自民党の新人で、公明党、日本のこころを大切にする党、それに地域政党の新党大地が推薦する、元商社社員の和田義明氏（４４）、▽無所属の新人で、民進党、共産党、社民党、生活の党と山本太郎となかまたちが推薦する、社会福祉士の池田真紀氏（４３）の２人です。
　衆議院京都３区の補欠選挙は、前回、自民党で当選した元議員の辞職に伴うもので、立候補したのは、届け出順に、▽日本のこころを大切にする党の新人で、新党改革が推薦する、元派遣社員の小野由紀子氏（３７）、▽無所属の新人で、医師の田淵正文氏（５７）、▽諸派の新人で、幸福実現党京都府本部副代表の大八木光子氏（３１）、▽おおさか維新の会の新人で、元党本部職員の森夏枝氏（３４）、▽民進党の前の議員で、社民党が推薦する、党京都府連会長の泉健太氏（４１）、▽無所属の新人で、元学習塾講師の郡昭浩氏（５５）の６人です。
　夏の参議院選挙の前哨戦となる今回の補欠選挙のうち、北海道５区は、自民党の候補と、民進党や共産党などが推薦する候補が対決する構図となりました。
　与野党の中には、来年４月の消費税率の引き上げが先送りされ、参議院選挙に合わせた衆参同日選挙が行われるのではないかという見方があり、選挙結果は、衆議院の解散戦略を含む安倍総理大臣の今後の政権運営に加え、各党の選挙協力にも影響を与えるものとみられます。
　選挙戦では、▽安倍政権の経済政策＝アベノミクスに対する評価や、▽先月施行された安全保障関連法の是非、それに、▽待機児童対策や子育て支援策などを巡り、激しい論戦が繰り広げられる見通しです。
投票は今月２４日に行われ、即日開票されます。
北海道５区 候補の訴え
北海道５区の立候補者のうち、▽自民党の新人で、公明党、日本のこころを大切にする党、それに地域政党の新党大地が推薦する、和田義明氏は「皆さんが愛し育んできたこの地域、北海道、日本を、よりよい所にするために働いていきたい。これからの日本を背負っていく子どもたちの未来を一歩一歩作っていきたい」と訴えました。
▽無所属の新人で、民進党、共産党、社民党、生活の党と山本太郎となかまたちが推薦する、池田真紀氏は「安全保障関連法も、ＴＰＰも、原発政策も、社会保障も、どこに市民の声が届いているのか。多くの政党がつながって、そして市民がつながれば、絶対に負けないと思う」と訴えました。
京都３区 候補の訴え
京都３区の立候補者のうち、▽日本のこころを大切にする党の新人で、新党改革が推薦する小野由紀子氏は「在宅介護の経験から介護制度や医療、福祉の改善を進めたい。非正規雇用で働いてきたので、雇用問題をもっとよくしたい。私にとってのふるさとはここしかない。同じ地域に住む皆さんの生活をもっとよりよくしたい」と訴えました。
▽無所属で新人の田淵正文氏は「最新の科学を政策にして病気を減らし、医療費を減らして可処分所得を増やす。希望あふれる日本にしたい」と訴えました。
▽諸派で新人の大八木光子氏は「信じ切れる政治を取り戻したいと本気で思っている。『おもてなし』のこころこそ、今の日本の政治に必要だ」と訴えました。
▽おおさか維新の会の新人の森夏枝氏は「反対ばかりして何もしない無責任な野党ではなく、責任政党を目指す。税金で生活をさせていただいている側が身を切るのは当たり前のことだ。その感覚がずれている政治家はいらない。この補欠選挙は日本が変わるチャンスだ」と訴えました。
▽民進党の前の議員で、社民党が推薦する泉健太氏は「生活保護を受けている方や子どもの就学援助を受けている方など、生活に困っている方々の声は、国会に届いているのか。つぶさに声を聞いて届けたい。『平和を守る、立憲主義を守る』。このことばを大きく訴えていきたい」と訴えました。
▽無所属で新人の郡昭浩氏は「経済政策で大事なのは、融資ではなく投資だ。株式市場を各地につくると地方創生にも役立つ」と訴えました。
自民と野党統一候補、一騎打ちの様相　北海道５区補選
朝日新聞デジタル　花野雄太、円山史2016年4月12日13時40分

北海道５区

第一声をあげる和田義明氏＝１２日午前９時４４分、札幌市厚別区、山本裕之撮影


第一声をあげる池田真紀氏＝１２日午前９時４４分、北海道江別市、恵原弘太郎撮影

衆議院北海道５区補欠選候補者の第一声を聞く有権者ら＝１２日午前９時４１分、札幌市厚別区、山本裕之撮影
　今後の政局を占う１２日間の選挙戦が始まった。衆院北海道５区は自民新顔と「野党統一候補」の一騎打ちの様相。安全保障関連法、環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）、アベノミクス。安倍政権の政策をめぐって論戦が続く。
　北海道５区では、自民公認の和田義明氏（４４）＝公明など推薦＝が札幌市内の事務所前で第一声をあげた。自公の幹部が並ぶ中、「北海道、日本をよりよいところにするために働かせてほしい」と訴えた。
　昨年死去した町村信孝・前衆院議長の次女の夫。公開討論会などで、アベノミクスの推進を訴え、環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）について「攻めの姿勢で活用することが大事」と主張している。
　通勤途中に足を止めた調理師山谷正樹さん（５３）は、父が元海上自衛官、弟が現職の自衛官。安全保障関連法が気になるといい「選挙では日本の安全保障のあり方をしっかり論議してほしい」と話した。
　無所属の池田真紀氏（４３）＝民進、共産、社民など推薦＝は、江別市の商業施設前で演説した。「安保法もＴＰＰも原発政策も、どこに市民の声が届いているのか。暴力や武力で平和はつくれない」と主張した。
　安保法制に反対する市民団体の後押しを受け、共産が立候補予定者を取り下げて野党共闘が実現した。「すべての子どもたちに教育を保障したい」と教育の充実も訴えた。
　江別市の主婦橋本恵子さん（６２）は買い物に合わせて訴えを聞いた。「年を取ってきたので、医療が少しでも安く、住みやすい町をつくってもらいたい。言っていることを実行してくれる人がいい」と話した。
　北海道５区は北海道西部で、札幌市近郊の都市部から農業地帯までを含む選挙区。自衛隊の駐屯地や新千歳空港もある。（花野雄太、円山史）
衆院道５区補選告示　和田氏、池田氏が届け出　同日選の行方左右
北海道04/12 19:26
　夏の参院選の前哨戦となる衆院道５区（札幌市厚別区、石狩管内）と京都３区の補欠選挙が１２日告示された。道５区補選には、自民党新人の和田義明氏（４４）＝公明党、日本のこころを大切にする党、新党大地推薦＝と、無所属新人の池田真紀氏（４３）＝民進党、共産党、社民党、生活の党推薦＝が立候補を届け出た。安全保障関連法の施行や環太平洋連携協定（ＴＰＰ）の署名後、初の国政選挙となる。民主、維新両党が合流した民進党が初めて信を問われる。両補選の結果は、安倍晋三首相が衆参両院の同日選に踏み切るか否かの判断や、今後の野党共闘の枠組みにも影響を与えそうだ。投開票は２４日に行われる。
　道５区補選は、町村信孝前衆院議長の死去に伴い行われる。午後１時４０分までに立候補を届け出たのは和田、池田両氏で、与野党候補による一騎打ちになる公算が大きい。安倍政権の経済政策「アベノミクス」への評価を踏まえた地域経済の活性化策、年金や待機児童対策を含む社会保障政策、安保関連法の是非など外交・防衛政策が争点となる。
　和田、池田両氏は選挙区内で第一声を発した。和田氏は札幌市厚別区内で「父町村信孝に代わって私を育ててくれた」と支援者に感謝し「北海道と日本を良いところにするために働かせてほしい」と訴えた。池田氏は江別市内で「誰一人置いてきぼりにしない社会をつくる」と福祉政策に取り組む意気込みを語り「一人の福祉が平和につながる」と平和外交を主張した。
＜北海道５区補選解説＞安保・経済、分岐点判断は　政権「後押し」か「待った」か
北海道新聞04/12 07:00
　衆院道５区（札幌市厚別区、石狩管内）補欠選挙は、与野党対決の構図が予想される中、１２日に告示される。安全保障、経済政策でこの国の姿を大きく変えようとしている安倍晋三政権に対し、さらに背中を押すのか、それとも待ったをかけるのか。５区の有権者の判断が、これからの政治の分岐点になる可能性がある。
　集団的自衛権の行使容認などを柱とする安全保障関連法が、３月２９日に施行された。補選は同法施行後、国政選挙で初めて民意が示される場となる。安倍政権は中国の海洋進出や北朝鮮の核開発など、緊迫する国際情勢を理由に同法の必要性を強調。民進党、共産党などの野党は、違憲だとして同法廃止を訴える。
　経済も重要な局面にある。石狩管内の米どころを含め、農業経営に影響を及ぼす環太平洋連携協定（ＴＰＰ）は、２月に日本を含む参加１２カ国が協定文に署名し、批准の是非が国会で審議中だ。安倍政権の経済政策「アベノミクス」が地域にもたらす効果についても評価が問われている。
　補選は自民党公認で公明党、新党大地など推薦の和田義明氏（４４）と、無所属で民進党、共産党など推薦の池田真紀氏（４３）が立候補を予定する。有権者の関心は、社会保障や教育・子育て問題、消費税のあり方にも及ぶ。若い両氏には、国と地域の将来を担う責任の重さをかみしめ、明確な主張を示してほしい。
　任期中の憲法改正に意欲を示す首相は、補選の結果を踏まえ、夏の衆参同日選を探る構えだ。今回の補選は小選挙区の代表を選ぶ戦いにとどまらず、大きなうねりを秘めた選挙であることに、私たちは想像力を働かせる必要がある。（報道センター　須藤真哉）
全国注視、乱戦火ぶた　京都３区補選、６候補が第一声
京都新聞 2016年04月12日 13時48分 


衆院京都３区補選候補者の出発式で訴えに耳を傾け、拍手で送り出す支持者ら（１２日午前９時半、京都市伏見区）
　衆院京都３区補欠選挙が１２日告示された。自民、共産両党が擁立を見送り、選挙戦は事実上、民進党前職の泉健太候補（４１）に、おおさか維新の会新人の森夏枝候補（３４）、日本のこころを大切にする党新人の小野由紀子候補（３７）が挑む構図となる。届け出を済ませた各候補は、事務所前や街角で「第一声」を上げ、春の戦いに繰り出した。
　民主党と維新の党が合流し約２週間前に結党した民進で、初の公認候補となった泉候補。午前９時すぎ、京都市伏見区の事務所前での出発式で「平和に不安を感じている人が党派を超えてたくさんいる。３区の代表として多くの声を受け止め、国会に届けたい」と声を張り上げた。「初陣」に、岡田克也党代表も駆け付けた。
　おおさか維新の森候補は午前９時すぎ、伏見区の事務所前で出発式を行い「京都の皆さんも維新の改革に期待していると日に日に感じるようになった。維新にしか日本は変えられない」と意気込みを語った。党代表の松井一郎大阪府知事ら党幹部の激励を受け、笑顔で選挙カーに乗り込んで選挙区を駆け巡った。
　日本のこころの小野候補は午前１０時、伏見区の事務所前で介護離職や派遣社員の体験を踏まえ、「大好きなふるさとから日本のこころを取り戻す」と笑顔でアピール。応援に入った党代表の中山恭子元拉致問題担当相や地元の支援者に拍手で見送られた。慣れ親しんだ伏見大手筋商店街に早速訪れ、マイクを握った。
　無所属新人の田淵正文候補（５７）は、伏見区の京阪伏見桃山駅近くで「最新科学で病気を減らして医療費を削減する」と演説。幸福実現党新人の大八木光子候補（３１）も同駅前を訪れ、「消費税増税を中止して、伝統ある企業を守る」と声を上げた。無所属新人の郡昭浩候補（５５）は同区の近鉄桃山御陵前駅近くで「安倍首相を辞めさせ、憲法改正や消費減税を実現したい」と訴えた。
衆院京都３区補選が告示　６人が立候補を届け出
京都新聞2016年04月12日 13時38分


衆院京都３区補選の立候補届け出後、早速街頭に出て握手を交わし支持を訴える候補者（１２日午前１１時半、京都市伏見区）
　夏の参院選を控え、今後の政局を占う衆院京都３区、北海道５区補欠選挙が１２日告示され、２４日の投開票に向けた舌戦が幕を開けた。京都３区では、日本のこころを大切にする党新人の小野由紀子氏（３７）＝新党改革推薦、無所属新人の田淵正文氏（５７）、幸福実現党新人の大八木光子氏（３１）、おおさか維新の会新人の森夏枝氏（３４）、民進党前職の泉健太氏（４１）＝社民党推薦、無所属新人の郡昭浩氏（５５）の６人が立候補を届け出た。
　集団的自衛権行使を認めた安全保障関連法や消費税増税、アベノミクスなど政権の重要政策が争点となる補選の結果は、衆参同日選の可否を探っている安倍晋三首相の判断にも影響を与えそうだ。
　京都３区補選は、自民党衆院議員だった宮崎謙介氏が不倫問題で辞職したことに伴う。政権与党の自民が有権者の反発を考慮して擁立を断念した。共産党は安全保障関連法廃止に向けた野党間の「共闘」合意を踏まえ、候補者を立てなかった。京都政界を長年引っ張ってきた自民、共産がともに参戦せず自主投票とする異例の構図で争われる。
　民進、おおさか維新、日本のこころの３党にとっては現在の党名になって初めて公認候補を立てて臨む国政選挙となる。選挙は各党公認の泉、森、小野の３候補を軸に展開される見通しで、参院選を前に、各党の勢いや有権者の支持を計る上でも注目を集める。２０１４年衆院選では自民候補が６万票、共産候補が２万７千票をそれぞれ獲得しており、両党支持者の動向も選挙の行方を左右しそうだ。
　各候補は１２日朝、出発式で支持者に決意を述べたり、早速街頭に出て訴えを響かせたりした。立候補の届け出は午後５時で締め切られる。
狙うは無党派・自民票　野党候補激突　京都３区補選
朝日新聞デジタル2016年4月12日12時59分

衆院京都３区

第一声で支持を訴える小野由紀子氏＝１２日午前、京都市伏見区、井手さゆり撮影

第一声で支持を訴えるおおさか維新の会の森夏枝氏＝１２日午前、京都市伏見区、内田光撮影

第一声をあげる泉健太氏＝１２日午前、京都市伏見区、佐藤慈子撮影
　１２日間の選挙戦がスタートした。１２日告示の衆院京都３区補選と北海道５区補選。不倫問題が発覚した宮崎謙介前衆院議員（自民を離党）の辞職に伴う京都３区補選では、無党派層に加え、自主投票の自民党と共産党の支持層も取り込もうと、各陣営が戦略を練る。
　日本のこころを大切にする党の中山恭子代表は、公認の小野由紀子氏（３７）の出陣式で「日本の伝統や歴史を通じた政治をしていく」と訴えた。狙うのは、候補擁立を断念し、自主投票となった自民支持層の票だ。応援に入る党幹部は安倍政権支持を公言。小野氏の父が自民の元京都市議の支援者だった縁で、地元・伏見区選出の自民地方議員の後援会員が事実上支援する。参院４人の小所帯は、党勢拡大の好機とにらむ。
　おおさか維新の会新顔の森夏枝氏（３４）を擁立した松井一郎代表（大阪府知事）は出陣式で「今までの役所を見直していこう。政治家の身分を改めていこう。これをやれたのは、大阪のみだ」と叫んだ。
　森陣営は主に無党派層を念頭に、議員や公務員の人数と給与を減らす「身を切る改革」と、それを財源とする「教育の無償化」を訴える。大阪の地方議員らを大量動員。大阪での改革を全国に広げると主張する。
　民進党前職の泉健太氏（４１）は、衆院５期の実績と地元が抱える問題への精通ぶりをアピール。岡田克也代表は「自民候補は次々変わる。今回不祥事もあった。京都３区の有権者とともに進む」と強調した。自民支持層を切り崩そうと、関係が薄い企業や団体にも接触。一方で野党連携をにらみ、自主投票を決めた共産党との共闘は拒みつつ、「立憲主義を守ろう」と訴え、安全保障関連法への批判票の受け皿も目指す。
　無所属新顔の田淵正文氏（５７）は医師の経験をもとに、がん撲滅に向けて「健康を国家戦略に」などと訴える見込みだ。幸福実現党員で新顔の大八木光子氏（３１）は、駅前や商店街などを回り、宿泊施設の拡充などを通じた観光立国などを訴える。無所属新顔の郡昭浩氏（５５）は自転車で遊説。１４歳以上に正しい性教育を義務づけることなどを主張する。
■日本のこころの小野由紀子氏
　自分は在宅介護を経験した。だから介護制度を改善したい。自分は病気とともに生きてきた。だから医療と福祉を改善したい。非正規雇用で働いてきた。だから雇用問題をもっと良くしたい。困ったことを改善して同じ地域に住む皆さんの生活をもっと良くしたい。
　先祖代々暮らしてきた、この京都３区を守りたい。そのために働きたい。大好きな京都３区から「日本のこころ」を取り戻す。
■おおさか維新の森夏枝氏
　党職員として、おおさか維新の改革を見てきた。それは、国民に負担を求めるなら、税金で生活する側が身を切るという当たり前のこと。その感覚がずれている政治家は要らない。
　国会ではガソリン代の不正請求が報道されている。住民感覚を持たない政治家が増えては、暮らしは絶対によくならない。私は皆様と同じ目線で政治をやりたい。この選挙は、日本の政治が変わるチャンスだ。
■民進の泉健太氏
　国会議員として１３年間、皆様の声で成長してきた。この選挙区でも生活に困る多くの人がいる。生活保護や就学援助を受ける人、共働きで子育てに時間が割けない人。その声が国に届いているか。選挙区の代表として、私が届ける。
　人の命を守ることと平和は皆さんの生活の大前提だが、党派を超えてその平和に不安を感じている。「平和を守ろう。立憲主義を守ろう」と大きく訴えたい。
ＴＰＰ、対立解けず＝与野党が非難の応酬
　与野党の対立で審議が中断している衆院環太平洋連携協定（ＴＰＰ）特別委員会は１２日、自民、民進両党の筆頭理事が協議したが、議事運営をめぐって折り合わず、次回の審議日程は決まらなかった。与野党が互いを「審議拒否」と非難する応酬が続いており、事態打開の見通しは立っていない。
　特別委の吉川貴盛理事（自民）は同日の協議で、近藤洋介理事（民進）に対し、野党が審議に復帰するよう要請。近藤氏は西川公也委員長（自民）の著書に関する西川氏の説明が不十分として拒否した。
　野党の対応について、公明党の山口那津男代表は記者会見で「サボタージュと映っている」と批判。自民党の佐藤勉国対委員長は会見で、「委員会運営で何ら瑕疵（かし）があるとは考えていない」と述べた。
　これに対し、民進党の枝野幸男幹事長は会見で、与党側が国会正常化に努力していないとして「与党による審議拒否だ」と反論。共産党の小池晃書記局長も「現状を打開する責任は全て与党側にある」と強調した。（時事通信2016/04/12-19:09）
空転TPP委、対立続く　参院決算委は13日開催

共同通信2016/4/12 19:20

　空転している衆院環太平洋連携協定（TPP）特別委員会の与野党筆頭理事が12日、委員会日程について国会内で協議したが、物別れに終わった。定例日の13日の開催はなくなり、与野党対立が続いた。自民、民進両党の参院国対委員長は参院決算委員会を13日に実施する日程では合意した。

　TPP特別委は8日、西川公也委員長が出版予定だった交渉の内幕を描いた著書を巡り、審議が紛糾。民進党は議事を整理するため審議中断を再三要求したが西川氏が応じなかったため、不公平だとして退席。同日夕に委員長判断で審議は再開されたが、民進、共産両党は欠席した。

ＴＰＰ議案審議 自公は民進の出方見極め対応へ
NHK4月12日 19時28分
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自民・公明両党の国会対策委員長が会談し、ＴＰＰ＝環太平洋パートナーシップ協定の承認を求める議案を審議する衆議院の特別委員会の議事運営に関連して、与党側には瑕疵（かし）はないとして、１３日以降の民進党の出方を見極めて対応を判断する方針を確認しました。
ＴＰＰの承認を求める議案を審議する衆議院の特別委員会が西川委員長の議事運営を巡って与野党が対立している影響で、衆参両院で委員会が開催されない状態が続いています。
　これについて、自民・公明両党の国会対策委員長が会談し、自民党の佐藤氏は「与党側に瑕疵はない」と指摘し、公明党の大口氏も「民進党の対応は理由なき審議拒否だ」と述べ、民進党の対応を批判しました。
　そして１３日に開催することで与野党が合意している衆議院の経済産業委員会や法務委員会などへの民進党の出方を見極めて、今後の対応を判断する方針を確認しました。
　このあと自民党の佐藤氏は記者会見で、「民進党の審議拒否が続くようであれば、重大な決断をしなければいけない事態が起きるかもしれない」と述べ、与党だけで審議を進める可能性もありうるという考えを示しました。
普天間合意２０年 翁長知事 移設阻止に決意
NHK4月12日 12時34分
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アメリカ軍普天間基地の返還に日米両政府が合意してから２０年となったことについて、沖縄県の翁長知事は、返還が進まないのは移設先を沖縄県内に求める政府の責任だと批判したうえで、引き続き移設計画の阻止に不退転の決意で取り組む考えを強調しました。
普天間基地の全面返還に日米両政府が合意してから１２日で２０年となったことについて、沖縄県の翁長知事は県庁で記者団に対し、「県民の苦渋の思いを真摯（しんし）に受け止めず、『沖縄の基地負担軽減』を名目に県内移設ありきで物事を解決しようとする政府の姿勢が、今日（こんにち）に至る問題につながった」と述べ、返還が進まないのは移設先を沖縄県内に求める政府の責任だと批判しました。
　そのうえで、翁長知事は「政府は『辺野古移設が唯一の解決策』という固定観念を排し、安全保障の負担は全国で担うべきという認識の下、普天間飛行場の早期返還に取り組んでいただきたい。辺野古移設の進捗（しんちょく）に関わりなく、普天間基地の５年以内の運用停止を実現すべきだ」と述べ、名護市辺野古への移設の阻止に不退転の決意で取り組む考えを強調しました。
辺野古移設、引き続き推進＝米国務省
　【ワシントン時事】米国務省のトナー副報道官は１１日の記者会見で、日米両政府が米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の全面返還で合意してから２０年を迎えたことについて「今後もこのプロセスを推進していく立場に変わりはない」と述べ、返還の前提となる名護市辺野古への代替施設建設計画を引き続き進めていく考えを示した。（時事通信2016/04/12-08:40）
菅氏、辺野古移設「瑕疵はない」　普天間合意20年　

共同通信2016/4/12 12:29

　記者会見する菅官房長官＝12日午前、首相官邸　菅義偉官房長官は12日の記者会見で、米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の返還に日米両政府が合意して12日で20年を迎えたことに関連し「（県内移設先の）名護市辺野古沿岸部の埋め立て承認に何ら瑕疵はなく、行政判断は既に示されているという考え方に変わりはない」と述べ、辺野古移設を推進する考えを示した。米国務省のトナー副報道官は11日の記者会見で「（返還の）プロセスが前進するよう日本政府とともに取り組みを続ける」と述べ、返還実現に向けた協力を強調した。

普天間合意２０年 官房長官 早期返還目指す
NHK4月12日 12時30分
菅官房長官は閣議のあとの記者会見で、沖縄のアメリカ軍普天間基地の返還に日米両政府が合意して１２日で２０年になることについて、先の裁判での和解条項に誠実に対応しながら基地の早期返還を目指す考えを示しました。
日米両政府による普天間基地の返還合意は２０年前の４月１２日に発表されましたが、名護市辺野古への移設計画を推進する国と、反対する沖縄県が対立して、現在に至るまで進展は見られません。
　これについて菅官房長官は、閣議のあとの記者会見で「政府としては、わが国を取り巻く安全保障環境が厳しさを増すなかで、日米同盟の抑止力の維持と普天間飛行場の危険除去を合わせたときに、辺野古移設が唯一の解決策だと考えている」と述べました。そのうえで菅官房長官は、「今日（こんにち）までの間に、沖縄や政府の関係者が普天間飛行場の危険除去、辺野古移設に大変な努力をしてきた。先の裁判での和解条項に従って誠実に対応し、一日も早い普天間飛行場の返還に向けて全力で取り組んでいきたい」と述べ、基地の早期返還を目指す考えを示しました。
岸田外務大臣は閣議のあと、記者団に対し、「歴史を振り返りながら、現実にどう対応していくかだが、普天間飛行場の固定化は絶対にあってはならない。政府と沖縄県の和解案を誠実に履行していくことが大変重要だ」と述べました。そのうえで、岸田大臣は「普天間飛行場の名護市辺野古への移設が唯一の解決策であるという政府の立場は、きのうの日米外相会談でも確認した。しっかりと関係者とも協力し、解決に向けて努力していきたい」と述べました。
中谷防衛大臣は閣議のあとの記者会見で、「この先、名護市辺野古への移設が進まなければ、さらに時間がかかり、結果として普天間飛行場が固定化することになりかねないと大変心配している。このようなことは何としても避けたいという思いで、これからも懸命に取り組んでいきたい」と述べました。
　また中谷大臣は「安倍政権は、沖縄の基地負担軽減に向けて日米間で協議を行っており、できることはすべて行う、目に見える形で実現するという方針で取り組んでいる」と述べました。
島尻沖縄・北方担当大臣は、閣議のあとの記者会見で、「『２０年たってしまったかな』という思いだ。やはり一日も早い普天間の危険性の除去はしっかりやっていかなければいけないことであり、これ以上の遅延は許されないと考えている」と述べました。
普天間飛行場閉鎖を＝「辺野古断念」求めデモ－返還合意２０年で市民ら・那覇


日米両政府の米軍普天間飛行場の返還合意から２０年となり、同飛行場の閉鎖撤去を求め「国際通り」をデモ行進する県民ら＝１２日午後、那覇市
　日米両政府が米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の返還に合意してから２０年となった１２日、那覇市で市民グループの集会が開かれ、同飛行場の早期閉鎖・撤去と名護市辺野古への移設反対を訴えた。
　県庁前での集会には約１５００人（主催者発表）が参加。名護市の稲嶺進市長は「戦後７０年も基地を押し付けたのに、県内移設という日米合意は全く県民に受け入れられない」と話した。参加者は「辺野古新基地建設断念」などとする決議を採択。「２０年間、埋め立て本体工事に着手できていない現実を日米両政府は認識すべきだ」などと訴えた。（時事通信2016/04/12-21:02）
「辺野古進まねば固定化」　普天間返還合意２０年で中谷氏

琉球新報2016年4月12日 13:07 
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中谷元・防衛相
　【東京】中谷元・防衛相は１２日の会見で、日米両政府が米軍普天間飛行場の返還に合意して同日で２０年を迎えたことを受け「辺野古移設が進まなければ、さらに時間がかかる。結果として普天間飛行場が固定化しかねないと大変心配している」と述べ、普天間の固定化を示唆して辺野古移設を推進する政府の態度を鮮明にした。
　中谷氏はこれまでの経緯や仲井真弘多前知事から埋め立て承認を得たことなどを挙げ「この２０年間にわたり、一つ一つ地元の意見を伺い、懸命に実現に向けて努力をしてきた」と普天間返還に向けて取り組んだと強調した。
　２０１９年２月が期限となる普天間の「５年以内の運用停止」に関しては「普天間飛行場の辺野古移設について、地元の協力が得られることが前提であると認識している」と述べた。【琉球新報電子版】
元駐日米大使、辺野古計画を疑問視「必要不可欠ではない」
沖縄タイムス2016年4月12日 05:01 



普天間の辺野古移設の実効性に疑問を呈するマイケル・アマコスト元駐日米国大使＝米カリフォルニア州スタンフォード大学
　１９９６年に日米両政府が米軍普天間飛行場の全面返還に合意してから１２日で２０年を迎えた。政府は名護市辺野古への新基地建設が「唯一の解決策」とし、基地建設を強行。翁長雄志知事は新基地建設に強く反対し政府の姿勢を「日本の政治の堕落だ」と批判する。一方、１９８０年代末から駐日米大使を務め日米外交に詳しいマイケル・アマコスト氏は米軍にとり普天間は「必要不可欠ではない」とし、次期米大統領は普天間問題をしっかりと認識すべきだと訴える。県内の政党や企業などでつくる「辺野古新基地を造らせないオール沖縄会議」は１２日午後６時から那覇市県庁前の県民広場で普天間の閉鎖・撤去と新基地建設断念を求める集会を開く。 
■「唯一の選択肢」に異論 
　【平安名純代・米国特約記者】元米国務次官でブッシュ政権時に駐日米国大使（１９８９～９３年）を務めたマイケル・アマコスト氏が１１日までに、米カリフォルニア州で沖縄タイムスとの単独インタビューに応じた。１９９６年の米軍普天間飛行場の返還合意から２０年が経過した同移設計画について、「普天間は必要不可欠な基地ではない」と指摘、名護市辺野古への移設計画を実行する価値に疑問を呈した。日米両政府が同計画に伴う問題点を認識し、計画に反対する地元感情に配慮する重要性も強調した。 
　アマコスト氏は、アジア太平洋地域における米軍再編や多国間共同訓練の増加、米比新軍事協定の締結などを挙げ、「返還合意から現在までの変化は実に大きなものだ」と指摘。中国の台頭や北朝鮮の核開発など不安要素もあるものの、普天間は「決して必要不可欠というものではない」と強調。主力ヘリがＣＨ４６中型ヘリの４倍以上の戦闘行動半径を持つオスプレイに交代した点なども指摘し、変化を踏まえた議論と検証の必要性を提起した。 
　名護市長や県知事、県選出の国会議員らが辺野古移設反対を主張している情勢について「克服するにはかなり大きな勢力だ」との認識を示し、日米両政府は地元の意思を尊重する必要があるとの持論を展開した。 
　２０１１年に米議会が辺野古移設の見直しと普天間の嘉手納統合を提言したのは「移設問題をめぐる不満の解決を目指したものだった」と評し、提言は「他の選択肢もありうることを示したものだった」と指摘。 
　「任期が残りわずかとなったオバマ政権が計画の見直しに動く可能性は低いだろう」と分析した。 
…………………………… 
　マイケル・アマコスト　１９３７年、米オハイオ州生まれ。駐フィリピン米大使、国務次官（政治担当）を経て８９～９３年に駐日米大使。現在はスタンフォード大特別上席研究員。
新書記局長に小池氏＝参院選見据え若手・女性も起用－共産


小池晃氏　共産党新書記局長
　共産党は１１日に閉幕した第５回中央委員会総会で、山下芳生書記局長（５６）を退任させ、後任に小池晃政策委員長（５５）を起用する人事を決めた。交代は山下氏の健康上の理由といい、同氏は副委員長となる。このほかにも、執行部に若手や女性を抜てき。同党が「一大政治決戦」と位置付け、全面的な野党共闘を組む夏の参院選を前に人事のてこ入れを図った。（時事通信2016/04/11-20:22）
共産党・山下書記局長が退任　後任は小池政策委員長

共同通信2016/4/11 21:49
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第5回中央委員会総会を終え記者会見する共産党の志位委員長。右は山下副委員長、左は小池書記局長＝11日午後、東京都渋谷区の党本部
　共産党の志位和夫委員長は11日の記者会見で、山下芳生書記局長が持病の慢性腎臓病（CKD）を悪化させたとして退任し、後任に小池晃政策委員長を起用する人事を発表した。同日終了した第5回中央委員会総会（5中総）で決定した。山下氏は副委員長に就任した。新しい政策委員長には、当選1回の藤野保史衆院議員（比例北陸信越）が抜てきされた。

　小池氏は会見で「山下氏が築いた野党間の信頼関係を受け継ぎ、参院選で勝ちたい」と抱負を述べた。山下氏は「激務により腎臓の状態が悪化しており、書記局長の任を解いてもらった。副委員長として可能な限り頑張りたい」と語った。

共産 山下書記局長が体調不良で退任 後任に小池氏
NHK4月11日 21時08分
共産党の志位委員長は党本部で記者会見し、山下書記局長が体調不良のため１１日付けで退任し、後任の書記局長に小池晃副委員長を起用する人事を発表しました。
共産党の志位委員長は、１１日までの２日間開かれた党の中央委員会総会を受けて党本部で記者会見し、おととしから党運営を担ってきた山下書記局長が体調不良のため１１日付けで退任し、後任の書記局長に小池晃副委員長を起用する人事を発表しました。
　志位委員長は「山下氏が医師と相談した結果であり、残念だがやむをえない。小池氏は、国会論戦でも中心となって大きな仕事をしており、書記局長の任を果たすことができると判断した」と述べました。
書記局長に就任した小池氏は、参議院比例代表選出の当選３回で、５５歳。これまで、党の副委員長と政策委員長を務めています。
　同席した小池氏は「山下氏が築き上げてきた野党間の信頼関係を受け継ぎ、さらに発展させるのが私の仕事だ」と述べました。また、山下氏は「激務が重なり持病がある腎臓の状態が悪化したので、書記局長の任を解いていただいた」と述べ、小池氏に代わり副委員長に就任することになりました。
「衆参同日選、あまりにも邪道」　共産・小池氏
朝日新聞デジタル2016年4月12日19時05分
■小池晃・共産党書記局長
　衆院議員の任期は４年だ。ここでもし（衆院を解散して）衆参同日選となれば、（２０１２年の総選挙以降）４年の間に３回、総選挙となるんですよ。世界から見たら「日本は政情不安か」という話になる。これは異常事態だ。そういう点でも衆参同日選なんてあまりにも邪道に過ぎる。だからやるべきではないが、今度の（北海道５区と京都３区の）ダブル補欠選挙の結果が、こういう無謀な企てを止めさせる方に働く結果になると思う。（１２日、記者会見で）
産経新聞2016.4.14 13:03更新 
【共産党挨拶回り詳報（１）民進党編】「民共合作」で自民・高村副総裁に対抗！？　新政策委員長・藤野氏の「イケメン」評に、前任の小池氏がポツリと…


「イケメン」共産党の藤野保史氏 
　共産党は１４日、山下芳生書記局長が腎臓病のため交代し後任の書記局長に小池晃政策委員長を起用するなどの新人事決定を受け、志位和夫委員長と小池、山下両氏、新副委員長の田村智子参院議員、新政策委員長の藤野保史衆院議員、市田忠義副委員長、穀田恵二国対委員長が国会内の各党控室へのあいさつ回りを行った。
　詳報は以下の通り。
◇
　民進党の控室では岡田克也代表、枝野幸男幹事長、安住淳国対委員長が対応した。
　岡田、志位両氏は３日のＮＨＫ番組で、野党が提出した安全保障関連法廃止法案について自民党の高村正彦副総裁が「（旧）民主党議員が『審議しないでくれ』と言ってきた」と述べた際、共闘して反論した間柄だ。あいさつ回りでも、高村氏に対する「民共合作」が話題にのぼって…。
　安住氏「（穀田氏に民進党側のイスに座るよう促して）身内みたいなもんだから」
　田村氏「身内…（笑）」
　安住氏「いやいや、ほんとに」
　志位氏「新しい指導体制を選出しましたので、ごあいさつにあがりました」
　≪新政策委員長の藤野氏は当選１回。民進党の山尾志桜里政調会長も当選２回で、両党とも政策決定のトップに若手を起用している≫
　岡田氏「藤野さん、フレッシュで。山尾と（同じ若手だ）」
　安住氏「イケメンだもんね」
　≪藤野氏を持ち上げる発言が相次いだところで、小池氏がポツリと…≫
　小池氏「なんか一つ一つ突き刺さる」
　安住氏「いえいえ！　なんか、親しみ感じますよ。（小池氏と枝野氏の出身校は）東北大同士だし、（穀田氏と安住氏は）岩手県人、宮城県人だから、なんか、なまりが通じる仲間だな、と（笑）」
　岡田氏「山下さんも体、いたわってください。しっかり治してもらって」
　山下氏「大変いい関係を作っていただきましたので、小池さんに引き継いで、一層、良好な（関係を築きたい）。よろしくお願いします」
　志位氏「この間、いろんな形で協力が進んできて、喜んでおります。テレビの討論会などでも、結構ね。この前も、岡田代表と高村さん相手に。とんでもないことを向こうが言ってきたんで、反撃しましたけども」
　≪ここで、民進、共産両党などが推薦する無所属新人と自民党新人が競り合う衆院北海道５区補欠選挙に話題が移った≫
　山下氏「北海道５区は、ぜひ」
　安住氏「頑張りましょう」
　志位氏「激戦だと思う」
　岡田氏「（野党推薦候補は）タマがいいですからね。力ありますからね」
　志位氏「ユーチューブで第一声をちょっと拝見したんですけれど、すごいですねえ。やっぱり、ご自分の体験をもとにずっと話されるので。１回聞いたらファンになると思いますね」
　岡田氏「明るいんですよ、しかも」
　志位氏「会ったらみんな好きになっちゃう」
　安住氏「国会運営のほうも、再開しますけど、また徹底的に共闘して、与党を追い込んでいきたいと思いますので、よろしくお願いします」
産経新聞2016.4.14 13:24更新 
【共産党挨拶回り詳報（２）自民党編】宿敵の自共、選挙制度改革で意気投合？
　共産党の新役員は民進党に続き、自民党に挨拶回りを行った。数々の対立を繰り広げる両党だが、谷垣禎一幹事長は志位和夫委員長に対し、抜本的な選挙制度改革の議論を提案し、意気投合したようだ。詳報は以下の通り。
◇
　共産党の２番目の挨拶回りの相手は、“宿敵”の自民党だった。谷垣幹事長のほか、二階俊博総務会長、稲田朋美政調会長、佐藤勉国対委員長が出迎えた。谷垣氏は冒頭、病気で書記局長を退任した山下芳生副委員長に「お体の調子がよくないということで大変心配しておりました。どうぞ大切になさっていただいて」と気遣った。
　谷垣氏「今度はいろいろよろしくお願い申し上げる次第です。いろんなことございますけど、自共でけんかすることも多いですけど、話さなければならないこともたくさんあるので、よろしくお願いします」
　志位氏「いろいろと対立することが多いと思いますが、自共で論戦することでまたよく見えてくるものがあると思いますので、おおいに議論していきたいと思います」
　《互いに論戦に意欲を示した２人。すると、谷垣氏がおもむろに選挙制度改革について切り出した》
　谷垣氏「例えば選挙制度でも、穀田（恵二）委員長と私と随分違うが、やっぱり今後考えいかなきゃならないのは、私、実は反省していることがありましてね。やっぱり一票の格差なんていうのが出ると、とにかくそれは答えなきゃいけないというんで、やっと終わったと思うと選挙があって、また違憲訴訟が起こるというようなことが繰り返しまして、少し長期的に考えて、どういう選挙制度をやっていくのかを」
　「しかも、われわれもどちらかというと参院の制度は参院がお考えになることだと。参院の方も、衆院の選挙は衆院が考えることだというお気持ちがどっかやっぱりあってですね。そもそも両方をにらみながら国会の両院の役割はなんだということをにらみながら議論しないと、議論が進まないようなことになってきたんじゃないかなという反省が。今度の案件は今度の案件として、とにかく穀田さんは反対なさるけど、なんとかしなければいけないと思うんですけどね。そういうあたりは少し幅広く話をしていかないと、なかなか問題解決のあれが見えてこないんではないかなという気がするんですよね」
　《衆参両院が一体となった選挙制度改革の議論を提案した谷垣氏に対し、志位氏も呼応した》
　志位氏「私たちは小選挙区制を続けていいのかというのをずっと言ってまいりまして。御党にもそういう意見があると思う。やはりこの制度のいろんな弊害もはっきり現れてきたと思いますので、それを含めてもっと根本からの議論ができたらなと」
　谷垣氏「それはそう思っています。昔の制度なんかを思い浮かべて。共産党がどういう中選挙区にスタンスをお持ちかよく分かりませんが、私は中選挙区のほうが良かったんじゃないかなあと。わが党も小選挙区の…」
　《残念ながら、ここで報道陣は退出させられた。果たしてこの後、どのような議論が交わされたのか…》
産経新聞2016.4.14 14:12更新 
【共産党挨拶回り詳報（３）おおさか維新の会編】馬場氏が笑った！　「自公の補完勢力」が唯一、コーヒーで歓待


おおさか維新の会の馬場伸幸幹事長 
　共産党の新役員は民進、自民両党の次に、おおさか維新の会を訪ねた。同じ野党でありながら、真っ向から対立する両党。だが、この日の共産党の各党への挨拶回りでコーヒーを出して対応したのはおおさか維新だけ。共産党が「自公の補完勢力」と批判する相手ではあるものの、終始和やかな雰囲気に包まれた。詳報は以下の通り。
◇
　おおさか維新は、片山虎之助共同代表、馬場伸幸幹事長、下地幹郎国会議員団政調会長、遠藤敬国対委員長、東徹総務会長が対応した。冒頭の話題は、やはり病気で書記局長を退任した山下芳生書記局長だった。
　片山氏「山下さんは元気でね。アンタとはメキシコで一緒に…」。
　山下氏「行きましたね」
　片山氏「２人だけだったよな？」
　山下氏「そうですね。ピラミッドを降りたのは。だいぶ前」
　片山氏「参院の超党派の議員団が」
　山下氏「その後、国対委員長同士でいろいろと。自民党の片山さん」
　片山氏「（体を）大切にしてください」
　《思い出話に花を咲かせた片山、山下両氏。次に遠藤氏がコーヒーを勧めた。共産党は他党との挨拶回りを受けるとき、コーヒーを出してもてなすのが慣例となっている》
　遠藤氏「共産党ほどおいしいコーヒーじゃないですが」
　下地氏「民進党が挨拶に来たときよりも雰囲気が良いですよ。馬場幹事長がこんなに笑っている。（民進党が３月２９日に挨拶回りに来たときは）一言も口をきかなかった。共産党は全然対応が違うなあ」
　片山氏「民進党が挨拶に来たときに（馬場氏は）ものを言わなかった」
　馬場氏「またそれ記事に書かれますから」
　穀田恵二共産党国対委員長氏「ちゃんとコーヒーが出たということで」
　下地氏「僕らが回ったときにコーヒーを出していただいたのは共産党だけ。今日は恩返しです。自民党は出さないでしょ？　コーヒーは」
　《コーヒー談義で意気投合した両党。話題は政界最長老ながら夏の参院選比例代表に立候補する片山氏に移った》
　小池晃共産党書記局長「片山先生とはテレビで（よく一緒になる）」
　片山氏「そうだな。（小池氏は）大論客だ。結構うまいのよ」
　小池氏「片山さんの方がうまいですよ。『お前長くしゃべりすぎだ』とか。でもいつも一番（片山氏が話している）」
　穀田氏「（片山氏が）いつも一番長いですよ。けむに巻きながら」
　下地氏「しかし国対委員長（のテレビ出演）がないですね」
　穀田氏「ないですね。自民党に言ってくださいよ、ちゃんと」
　志位氏「（穀田氏は）一番国対が長いので。慣例から何から」
　片山氏「詳しいですよね」
　市田忠義共産党副委員長「片山さんは元気ですよね」
　片山氏「空元気ですけどね」
　志位氏「市田さんはもう１期やる。片山さんがさらにやるから安心だ」
　市田氏「僕が一番年上かと思ったら、まだ上が。片山氏は）７つ上ですから」
　志位氏「７つ上というと、８０歳？」
　片山氏「昭和１０年です。昭和１０年は数字では二桁だが漢字だと一桁。一桁か二桁かでいつも議論になる。二桁に決まっている。はっはっは」
　志位氏「戦争体験が記憶に残っている？」
　片山氏「残ってますよ。小学校４年の時に終戦かな」
　小池氏「片山先生が岡山の副知事をやられているときに、共産党の議員が親身に話を聞いていただいたとか」
　片山氏「まじめだったわね。岡山の議員さんは。はっはっは。懐かしいわねえ」
　志位氏「うちは汚いことはどこでもやならないということで」
　片山氏「はっはっは」
　《意外や意外、最後まで和やかな雰囲気となった両党の対面は、片山氏の大きな笑い声で終わった》
産経新聞2016.4.14 16:20更新 
【共産党挨拶回り詳報（４）生活の党編】「嫌われ者」確認した志位、小沢両氏　政権奪取で意気投合　強行採決も視野？


小沢一郎氏（撮影・酒巻俊介） 
　共産党の新役員一行が４番目に訪れたのは生活の党と山本太郎となかまたちだった。小沢一郎代表１人で志位和夫委員長ら７人に対応した。話題は、野党共闘による政権獲得、衆院選の協力に否定的な民進党を巻き込む作戦などに及び、小沢、志位両氏は「嫌われ者同士」で意気投合。志位氏が野党連立政権樹立の暁には「強行採決」に意欲を示す場面もみられた。詳報は次の通り。
◇
　小沢氏も冒頭、病気で書記局長を退任した山下芳生副委員長を「大丈夫？」と気遣い、面談がスタートした。
　志位氏「このメンバーでやることになり、ご挨拶に参りました」
　小沢氏「わざわざご丁寧に。お呼びいただければ私の方から…。はっはっは」
　志位氏「山下氏がちょっと体を悪くして、無理をしない方がいいということで」
　小沢氏「ストレスたまったな。わっはっは」
　山下氏「気持ちよく野党共闘もできましたので。小池（晃書記局長）さんに安心して」
　《小沢氏は健康問題に関連し、ベトナム統一の立役者となり２０１３年に１０２歳で死去したザップ将軍の名を挙げた》
　小沢氏「健康で長生きするには、ストレスをためないこと」
　志位氏「何かコツはありますか？」
　小沢氏「ためないコツはね、寝たらその日のことは忘れちゃうこと」
　山下氏「ちょっと反省」
　小沢氏「おれあの、ベトナム行ったんだよ。なぜかっちゅうと、ザップ将軍とこにね。『人民戦争論』（正確には『人民の戦争・人民の軍隊』）という本を学生のときに読んでさ、一度会いたいな、会いたいなと思ってたの。そしたらもう亡くなっちゃってさ。で、お墓参り、行ってきた。１０２歳で死んだ。ザップ将軍は、『長生きの秘訣は？』っつって聞かれたら、くよくよせずにストレスをためないことだっつって。わっはっは」
　《健康談議の後は、３月に発売された雑誌「世界」での志位、小沢両氏の対談が俎上になった。小沢氏が新進党、自由党時代に行動をともにした自民党重鎮の名も登場した》
　志位氏「この前、『世界』でおもしろい対談をやらせていただいて」
　小池氏「すごい評判ですよ」
　小沢氏「そう？　今はインターネットかなんかでいろいろ広まるからかな。部数はたいしたことないだろうけどな」
　志位氏「小沢さんが、この２人の対談は考えられないと。さっき自民党に行ったら、小沢さんと対談しているのはビックリだと二階（俊博総務会長）さんが言ってました」
　小沢氏「二階君が？　あー、へー。対談している本人もビックリした」
　小池氏「あの対談で、共産党に注文ありますかといわれて、何もないと」
　小沢氏「そんなこと言ってたかね」
　《志位氏は野党共闘に話題を転じた》
　志位氏「なんとかね、ちょっと一歩一歩は進んでいると思うんですが、いろんな困難があるので、力をあわせて」
　小沢氏「またね。そうしましょ。とにかく、ひっくり返さなきゃいかん。万年野党でなにいばってたって、しゃあねぇからね。そういうことで（共産党も）方針を転換されたわけだから。政権をとらないかんちゅうことで」
　志位氏「やっぱり政権をとるかどうかということがね、いよいよ衆院選となれば、どういう政権構想を持つかが焦点になりますからね」
　《安全保障関連法廃止のための国民連合政府構想に重ねて意欲を示す志位氏に小沢氏も同意した》
　小沢氏「何言ったって、政権とんなきゃ実行できない」
　志位氏「そう。安保法制だって」
　小沢氏「ごちゃごちゃいわんたって変えられる。簡単なことなんだよ。閣議決定どうのこうのなんて言ったってさ、こっちで内閣とりゃ」
　志位氏「強行採決やんないと」
　小沢氏「好きなだけさせればいいさ」
　《なんと政権獲得後に強行採決に意欲を示した志位氏。その後、話題は小沢氏も知らなかった意外な事実に移った》
　小沢氏「（山下氏に向かい）当分しばらく静養すんの？」
　山下氏「いや今日、これから質問が。そう簡単に静養はできない。でも書記局長はやっぱり激務でしたから。副委員長として、国会議員としての活動は続けるのはドクターもできるということでしたので、またいろんな形でお世話になります」
　小沢氏「皆さんは勉強家だからなあ。よく勉強しているよ。こっちはだんだん年とって活字読むのが面倒くさくなったよ」
　市田忠義共産党副委員長「（小沢氏と）同い年なんです」
　小沢氏「えっ？　そうかね」
　市田氏「昭和１７年です」
　小沢氏「１７年？　そうだっけ」
　市田氏「（同い年には）小泉純一郎さんとか…」
　志位氏「だって、小沢さん、午年じゃない」
　市田氏「（昭和２９年生まれの）志位さんも午年だ」
　小沢氏「えっ？　二回り？　一回り？」
　志位氏「（昭和５年生まれの）不破（哲三共産党前議長）さんも上でね。馬が合うんです」
　《志位氏の満身のジョークも飛び出し、面談はなお続いた》
　小沢氏「（市田氏に向かい）１７年だっけ。そうだっけ」
　志位氏「市田さん、今度また（夏の参院選に）出馬ですから」
　市田氏「ずっと昔、小沢さんの事務所に寄せていただいたことがあります。藤井裕久さんに呼ばれて。何かの野党共闘の話。自由党のときだった」
　小沢氏「もう忘れちゃった」
　藤野保史共産党政策委員長「私も穀田さんの秘書をしていときに、小沢さんの方によく電話していました。秘書なり立てでした」
　小沢氏「あっ、穀田さんの？　事務所にいたの？　はー、そうなの」
　山下氏「新政策委員会責任者です」
　志位氏「政策委員長」
　小沢氏「俗に政調会長という。はー。理論家なんだね。共通の目標に向けてがんばりましょう」
　《ようやく藤野氏が口を開いたところで、話題は選挙期間中の衆院北海道５区補欠選挙に移った。すると選挙通の小沢氏がある助言を行った》
　穀田氏「やっぱり北海道５区が今選挙中なので、なんとかあそこの衆院補選で勝ってと。なかなか激戦のようなので」
　小沢氏「共産党がえらい人気があるんだそうじゃない。風の便りにそう聞いたよ」
　山下氏「気持ちのいい共闘になっている。政策もみんなで市民も党も一緒になって関わる」
　志位氏「集会やるとき全部４党の旗がみな立つんです。民進党、共産党、生活、社民」
　小沢氏「（政府・与党は）共産党攻撃ばっかりすっから、逆効果なんだよね。だめなんだよ、それ。やるときは褒め殺しっちゅうね。知らないから伝わる。それやられると困る。ギャーギャー批判されるのは平気なんだろうな」
　志位氏「もう、うち慣れている。われわれ言われっれっぱなしでしたから」
　小沢氏「そうなの。こっちはもっとだ」
　《「嫌われ者同士」で意気投合した２人。最後は民進党が難色を示す次期衆院選での野党共闘の必要性を確認した》
　志位氏「始まったところなんですけどね、この前相談したように、衆院でもね、小選挙区の調整をやろうということで、いまいろいろとこれまで山下さんに汗をかいてもらいましたが」
　小沢氏「衆院が政権のあれだもんね。衆院やんなきゃ意味ない。困ったもんだねえ。しかし徐々に徐々に。背に腹は変えられなくなるから」
　志位氏「必ず動いていくと思いますよ」
　小沢氏「そのためにやっぱり、積極的な方がより積極的にやっていかないとダメだ。ついて行かざるを得ないようになるとね」
　志位氏「またいろいろと意見交換させてください」
産経新聞2016.4.14 17:02更新 
【共産党挨拶回り詳報（５）社民党編】福島氏「夫といるより長い」　小池氏「危険な発言だ…」　共闘確認で和気藹々


福島瑞穂氏（斎藤良雄撮影） 
　共産党の新役員一行は５番目の挨拶回りで社民党を訪ねた。社民党は吉田忠智党首、福島瑞穂副党首、又市征治幹事長、吉川元・政審会長、照屋寛徳国対委員長の５人が対応。所属する全議員で対応する歓待ぶり。左派勢力でありながら、かつては激しく対立した過去もある両党だが、２月の社民党大会に初めて招待された志位和夫委員長が「やじられるかと思った」と告白していたことも明らかになった。詳報は以下の通り。
◇
　腎臓病を理由に書記局長を退任した山下芳生副委員長について、各党幹部は一様に驚きを隠さなかった。吉田氏もまた「知りませんでした」と話しかけた。
　山下氏「ご心配をおかけして」
　吉田氏「見えるからに健康そうで」
　山下氏「まったく自覚症状がないんですけど、数値が」
　又市氏「焼酎はオレと一緒にしょっちゅう飲んでいた」
　《又市氏のジョークもそこそこに、話題はさっそく選挙での「共社共闘」に移った》
　吉田氏「ぜひ参院選の１人区もだいぶ…（野党候補の一本化が進んだ）」
　志位氏「そうですね。半分ぐらい、だいたい」
　吉田氏「それを仕上げて。（次期衆院選の）２９５の小選挙区もすみ分け、一本化。ぜひ全部やりたいと思いますので」
　志位氏「そうですね。それも含めて、この間いろいろと山下さん、又市さん、いろんな面で協力して」
　小池晃共産党書記局長「参院でなんか…。（福島氏に向かい）厚生労働委員会でいつも一緒にいる」
　福島氏「夫といるより長くいるぐらい…」
　小池氏「危険な発言だ…」
　《福島、小池両氏の夫婦漫才のような掛け合いの後は、いずれも若手の政策責任者に移った》
　志位氏「（吉川氏に向かい）新しい政策委員長、ぜひよろしくお願いいたします」
　小池氏「吉川さんはテレビうまい」
　吉川氏「いやいや、小池先生にそんなことを…」
　小池氏「すごく的確に話されていますよ」
　藤野保史共産党政策委員長「私まだ、テレビ、ＮＨＫやったことないので」
　福島氏「戦争法反対や、いろんなことで自民党改憲案をどう受け取り、新自由主義反対とかＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）反対とか…」
　吉田氏「これでＴＰＰを先送りすれば、ＴＰＰも争点になる」
　志位氏「そうですね」
　福島氏「ＴＰＰを覆すために野党も…」
　吉田氏「争点隠しをさせないように」
　志位氏「ぜひ野党共闘を、戦争法（安全保障関連法）だけじゃなくて、ＴＰＰとか消費税、沖縄とか、そういう問題を含めて一致点が広がるようにぜひ努力していきたいと思います。これまでもいろんな努力をやってきましたが、どこまで魅力あるものとして共闘が映るかというのがとても大事だと思います。社民党さんとうちは、方向性が一番接点がたくさんあるんじゃないかと」
　又市氏「相手がなんと、われわれを一致させるように努力している。生活の党さんもほとんど政策的には。山下さんと一緒にやってきたが」
　《すっかり意気投合した両党幹部。共産党の市田忠義副委員長は、志位氏も出席した２月の社民党大会に触れた》
　市田氏「党大会に初めて…」
　志位氏「そうです。党大会にご招待いただいたんで、私初めてだったもんですから、どんなふうになるのかなと思って。とてもあたたかく迎えていただきまして、私も感激いたしました」
　又市氏「やじられるかと思いましたなんてね。そんな失礼なことは…」
　志位氏「各県の社民党の県大会にもご案内をいただいて」
　吉田氏「私の地元の大分県でも」
　志位氏「中央委員会で大分の県委員長が言っていました」
　福島氏「（衆院補選の）北海道と京都で勝たなくちゃ」
　志位氏「特に北海道は本当に一票を争う選挙で」
産経新聞2016.4.14 17:15更新 
【共産党挨拶回り詳報（６完）公明党編】元号否定の志位氏、東大先輩の山口氏に「私は（昭和）４８年入学」


挨拶回りで公明党の山口那津男代表（左側奥）と握手する共産党の志位和夫委員長ら＝１４日午前、国会内（斎藤良雄撮影） 
　共産党の新役員が最後に訪れたのは公明党の控室だった。互いに平和と福祉を党是としながら、選挙のたびに激越な批判を交わして火花を散らす両党だが、この日は一転して友好ムードに。爆笑に次ぐ爆笑で、共産党の志位和夫委員長が公明党の山口那津男代表に対し、同じ出身大学である東大への入学年次を問う際、共産党が廃止を主張する「元号」を使うといった驚きの一幕もあった。詳報は以下の通り。
◇
　公明党は山口氏のほか、井上義久幹事長、古屋範子副代表、石田祝稔政調会長、大口善徳国対委員長が対応した。会談は、本会議場での意外な情景を話題に始まった。
　志位氏「新しい指導体制になって、ご挨拶に上がりました。これまで山下（芳生副委員長）さんが書記局長をやっていたわけですが、体を悪くしまして、小池（晃）さんに交代することになりました」
　山口氏「新しい体制で、ぜひ頑張っていただきたいと思います。（山下氏に向かって）前の国会までは席がすぐそばでね」
　山下氏「ああ、そうでしたね」
　山口氏「小池さんは気の利いたヤジを（飛ばしていました）ね」
　《爆笑する一同。その後、山口氏と共産党の田村智子副委員長の“意外な関係”に話題が移った》
　穀田恵二共産党国対委員長「同じヤジを飛ばしていると評判ですよ」
　志位氏「（公明党は）結構、わが党の質問に『黙って聞け』といったヤジを（発してくれている）」
　市田忠義共産党副委員長「特に（共産党の）仁比（聡平）君の質問のときは、山口代表はいつも『頑張れ』と言っていただいて。弁護士仲間でね」
　山口氏「そうそう。そういう共通感覚もあるしね。田村さんはね、同じ連合町会に住んでいるの。だから地域の行事でよく、ご一緒して」
　田村氏「本当に代表は（東京都）葛飾（区内）の行事に、とても熱心にご参加されている」
　志位氏「家、近いの？」
　田村氏「はい。選挙投票所も一緒で」
　志位氏「ああ、投票所まで。ほお」
　《ここで出身大学の話になり、東北大を卒業した井上、小池両氏の間で盛り上がる》
　市田氏「（井上）幹事長は、うちの小池と大学の同窓ですよね」
　井上氏「同窓です」
　小池氏「東北大の国会議員の会の責任者を井上先生がされていて」
　井上氏「（民進党幹事長の）枝野（幸男）さん（よりも）…小池さんのほうが上でしょ」
　小池氏「枝野さんが３年下ですね。（井上幹事長に向かって）先生は、もう大先輩です」
挨拶回りで公明党の山口那津男代表（左側奥）と握手する共産党の志位和夫委員長ら＝１４日午前、国会内（斎藤良雄撮影） 
　井上氏「いやいや、それだけ年寄りだ。ふっふっふ」
　《昭和２２年生まれの井上氏は６８歳。一方の小池氏は５５歳で、一回り以上若い。ここで同じ東大出身の志位氏が山口氏に尋ねた》
　志位氏「山口先生は、２つ上ですかね、私の」
　山口氏「私、浪人していますけど」
　志位氏「ヨンナナ？」
　山口氏「うん、ヨンナナ入学。昭和４７年入学」
　志位氏「私は４８年だから。１つ（違い）ですね」
　山口氏「私が入ったときは半年間、バリケード封鎖で講義がなかったんですよ。だから入学式もなし、卒業式もなし。いろいろ前後聞いてみたら、私の学年ぐらいしか（そういう体験が）ないんだよね」
　志位氏「まあ、一番ヨンナナは荒れていましたよね」
　山口氏「残っていたよね」
　《志位氏は続いて、かつて公明党書記長を務めた市川雄一氏との思い出話を語り始めた》
　志位氏「かつてですね、私、書記局長になって２６年なんですが、公明党さんと共闘したことがあるんですよ」
　山口氏「１回だけ？」
　《控室は爆笑に包まれ、共産党側からは山口氏のボケに対し「わざわざ『１回だけ？』なんて（笑）」とのツッコミも入った》
　志位氏「市川雄一さんが書記長をやっていらしたころですね。もう（１９）９０年代の前半ですけど、当時の自民党と社会党が密約を交わしてね。何の密約かは忘れちゃったけど。（市川氏と私の）２人で討論会をやった。共同戦線を張った。市川先生というのは大変で、討論会をいつも２人でやっていたんですけど、このときばっかりは連合戦線で（立ち向かった）」
　山口氏「はっはっは」
　志位氏「（当時はともに）野党で、一度だけ歩み寄ったんですよ」
　山口氏「まあ、市川先輩もね、理論的には大変厳しい人でね。われわれもよく鍛えられましたよ」
　志位氏「懐かしいです。お元気ですよね」
　山口氏「元気ですよ。今も党の（特別）顧問ということで、いろいろ大所高所からご意見をいただいています」
　《市川氏との思い出に触発されたのか、市田氏が公明党幹事長や国土交通相を歴任した故冬柴鉄三氏を懐古した》
　市田氏「僕は、冬柴さんだったよ。仲良かった。討論が終わると、抱き合っていた」
　《ここでも爆笑が起き、山下氏の合いの手がさらに笑いを誘う》
　山下氏「そういう関係とは知らず、テレビ討論会では激しくやり合っているのに、廊下でこう（両腕を交差させて抱き合うしぐさをして）されているのを見て、政治家の世界って奥が深いなと（思った）」
　山口氏「はっはっは」
　市田氏「（冬柴氏とは）お互い関西人でね。冬柴さんも夜学に行っておられたでしょ。境遇が似ているもんですからね」
　志位氏「冬柴さんも本当に苦学されてね」
　山口氏「やっぱり政治家は、そうしたいろんな経験の味を大事にしたいですよね。国会のルールを尊重しながら」
　穀田氏「そこは心得ています」
　《穀田氏の思わせぶりな一言に大口氏は「うふふふふ」と笑いで返し、会談は終了した》
（止）
衆院議長 今国会で選挙制度改革に結論を
NHK4月13日 21時22分
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衆議院の選挙制度の見直しを巡って、大島衆議院議長は与野党７党の国会対策委員長と会談し、自民・公明両党と民進党がそれぞれ今週中にも法案を提出することを受けて、速やかに審議に入り、今の国会で結論を得るよう求めました。
衆議院の選挙制度の見直しを巡っては、「アダムズ方式」と呼ばれる都道府県に小選挙区の数を割りふる計算式を、４年後の国勢調査に基づいて導入する自民・公明両党の法案と、６年前の調査に基づき、直ちに導入するとした民進党の法案が、今週中にも衆議院に提出されます。
　これを前に、大島衆議院議長は１３日に議長公邸で、与野党７党の国会対策委員長と会談し、「最高裁判所が、１票の格差を違憲状態と判断していることに応えるのが、立法府の責務であり、今の国会で立法府としての意思決定をしてほしい」と述べて、速やかに２つの法案の審議に入り、今の国会で結論を得るよう求めました。
　これに対し、おおむね各党が協力する考えを示しましたが、共産党は「民主主義の土台である選挙制度を、多数決で拙速に決めるのは論外だ」と述べました。
　このあと自民党の佐藤国会対策委員長は、記者団に対し、「与野党が対立するテーマではなく、今月中に衆議院を通過させたい」と述べました。
衆院選挙改革 　「０増６減」比例「０増４減」自民党案了承
毎日新聞2016年4月13日　20時13分（最終更新　4月13日　21時21分）
合同会議　１５日にも公明党と共同提出 
　自民党は１３日の衆院選挙制度改革に関する合同会議で、小選挙区を「０増６減」、比例代表を「０増４減」する同党案を了承した。１５日にも公明党と共同提出する。今国会で成立し、選挙区割りの見直しを経て、来年夏以降の衆院選から適用される見通しだ。 
　自民案は小選挙区で青森▽岩手▽三重▽奈良▽熊本▽鹿児島−−の６県、比例代表で東北▽北陸信越▽近畿▽九州−−の４ブロックを１減する。人口比をより反映できる「アダムズ方式」は２０２０年の国勢調査に基づき導入する。 
　法案成立後、衆院選挙区画定審議会（区割り審）は削減対象の６県の区割り見直しなどの作業に入る。新たな区割りは来年春ごろ首相に勧告される。それを反映した公職選挙法改正案が来年の通常国会で成立すれば、来夏以降から新制度を適用できる。それまでに解散があれば現行制度での選挙となる。 
　民進党も１０年国勢調査に基づいてアダムズ方式を導入し、小選挙区を「７増１３減」、比例代表を「１増５減」する独自案を提出予定だが、自民案の成立が確実視されている。【高橋恵子】 
衆院選改革案、２２日にも審議入り＝自民、月内の衆院通過目指す
　自民党の佐藤勉国対委員長は１３日、衆院選の「１票の格差」是正を盛り込んだ自民党、民進党それぞれの選挙制度改革関連法案について、２２日の衆院本会議で審議入りするとの見通しを記者団に明らかにした。同時に「連休前を目指して、衆院を通過させたい」と語った。　
　これに先立ち、大島理森衆院議長は、各党の国対委員長と議長公邸で会談し、自民、民進両党案が国会に提出されれば、速やかに審議入りし、今国会中に結論を得るよう要請。「しっかり議論して共通項を探していただきたい」とも述べ、与野党間の修正協議も促した。（時事通信2016/04/13-19:01）
自民 選挙制度見直し法案了承 公明と共同提出へ
NHK4月13日 13時52分
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衆議院の選挙制度の見直しを巡って自民党は１３日、「アダムズ方式」を４年後の国勢調査に基づいて導入するなどとした法案を了承し、今週中にも公明党と共同で衆議院に提出することにしています。
衆議院の選挙制度の見直しを巡って、自民党は大島衆議院議長から法案を提出するよう求められたことを受け、１３日会合を開いて法案の内容を協議しました。法案は去年の国勢調査の結果に基づいて議員定数を１０削減したうえで、４年後に行われる国勢調査に基づいて「アダムズ方式」と呼ばれる都道府県に小選挙区の数を割りふる計算式を導入するなどとしています。
　一方で、地方の国会議員が減ることへの懸念が党内に根強いことなども踏まえ、付則に法律の施行後も望ましい選挙制度の在り方について見直しを行うことを盛り込んでいます。
　会合で出席者からは、「国会議員も東京一極集中となり、地方創生に逆行する」とか、「『アダムズ方式』は万能な制度ではなく、不断の見直しが必要だ」などの意見が出されましたが、最終的に法案は了承されました。
これを受けて自民党は、今週中にも公明党と共同で衆議院に法案を提出することにしています。
自民、衆院選0増6減法案を了承　新方式は20年調査基準に導入

共同通信2016/4/13 11:06 | 4/13 11:10 updated
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自民党本部で開かれた衆院選挙制度改革に関する合同会議＝13日午前、東京・永田町
　自民党は13日、衆院選挙制度改革に関する合同会議を党本部で開き、小選挙区定数「0増6減」を柱とした公選法改正案などを了承した。15日に公明党と共同提出する方針で、今国会で成立する見通しだ。「1票の格差」是正のため、都道府県の人口比をより反映する新たな議席配分方法「アダムズ方式」は2020年の国勢調査を基準に導入する。

　合同会議で、谷垣禎一幹事長は「法案を早期に成立させ、『1票の格差』問題に終止符を打ちたい」と強調。改正案に関し「（野党の一部から）賛同が得られる可能性もある」と期待を示した。

自民政審、0増6減法案を了承　衆院選改革

共同通信2016/4/14 11:33

　自民党は14日の政調審議会で、衆院選挙制度改革を巡り、小選挙区定数を「0増6減」した上で、2020年国勢調査に基づき新たな議席配分方法「アダムズ方式」を導入する公選法改正案などを了承した。公明党と共同で15日に国会へ提出し、今国会で成立する見通しだ。

　改正案は、まず15年国勢調査を踏まえて0増6減し、法施行から1年以内に、衆院選挙区画定審議会に小選挙区の新たな区割り案の勧告を求める内容。比例代表は「0増4減」する。

　アダムズ方式は、都道府県の人口比をより反映できる「1票の格差」是正策として、有識者調査会が採用を求めていた。

自民、０増６減法案を了承　衆院選改革、適用は来夏以降 
日経新聞2016/4/13 18:41
　自民党は13日、党本部で衆院選挙制度改革に関する合同会議を開き、小選挙区定数の「０増６減」と、都道府県への新たな議席配分方法「アダムズ方式」を2020年の国勢調査結果に基づいて導入するのを柱とした関連法案を了承した。15日に公明党と共同提出し、今国会中に成立する見通しだ。
　細田博之幹事長代行は会議で０増６減に基づく新たな区割りについて「来夏以降の衆院選で適用される」と語った。
　与党案は、15年の簡易国勢調査の結果を踏まえて小選挙区で「０増６減」、比例代表で「０増４減」し、総定数が475から465に減る。付則に「選挙制度のあり方について不断の見直しを行う」と明記した。
衆院選改革法案、自公が共同提出で正式合意　

読売新聞2016年04月13日 17時34分

　自民党の谷垣、公明党の井上両幹事長は１３日午前、東京都内のホテルで会談し、衆院選挙制度改革の関連法案を衆院に共同提出することで正式に合意した。

　２０２０年の国勢調査（国調）に基づき都道府県の定数配分ルール「アダムズ方式」を導入する自民党案について、公明党も党内手続きを進め、１５日にも共同で提出する方針だ。

　これに関連し、自民党は１３日午前の選挙制度改革問題統括本部などの合同会議で、関連法案を了承した。

　谷垣氏は会議で、「今国会で与党案を早期に成立させ、司法の要請する小選挙区の『１票の格差』の是正問題に終止符を打ちたい」と述べた。

産経新聞2016.4.14 17:21更新 
【衆院選挙制度改革】公明、石田政調会長に法案対応を一任　自民と共同提出へ
　公明党は１４日の政調全体会議と部会長会議の合同会議で、衆院選挙制度改革をめぐり、選挙区定数「０増６減」を柱とする自民党の公職選挙法改正案などについて、石田祝稔政調会長に対応を一任した。自民党が１５日の総務会で了承すれば、両党で共同提出する。
　公選法改正案とともに提出する関連法案は、平成３２年大規模国勢調査結果に基づき、人口比をより反映する議席配分方式「アダムズ方式」を導入することを明記している。
お維 衆院選挙制度で自民・民進に提言提示
NHK4月14日 19時37分
おおさか維新の会は、衆議院の選挙制度の見直しを巡って、議員定数のさらなる削減などを検討する第三者機関の設置などを盛り込んだ党の提言を自民党と民進党に提示し、両党がそれぞれ提出する法案に付帯決議として盛り込むことを検討するよう申し入れました。
おおさか維新の会は、衆議院の選挙制度の見直しを巡り、「身を切る改革」を主張する立場から、議員定数のさらなる削減などを検討する第三者機関を設置することや、特別委員会の統廃合など国会運営の見直しを検討する小委員会を議院運営委員会に設置することなどを求める提言を取りまとめました。
　そして、１４日、遠藤国会対策委員長が国会内で、自民党と民進党の幹部らと相次いで会談し、党の提言を提示したうえで、両党がそれぞれ提出する法案に付帯決議として盛り込むことを検討するよう申し入れました。
　これに対し、自民党の佐藤国会対策委員長は「受け取って検討したい」と述べたほか、民進党の黒岩元法務政務官は「しっかり受け止めたい」と述べました。
　おおさか維新の会は、提言に対する両党の出方を見極めたうえで、法案への対応を決めることにしています。
おおさか維新 衆院選挙制度見直しで自・民に提言へ
NHK4月14日 9時14分
おおさか維新の会は、衆議院の選挙制度の見直しを巡り、法案を提出する自民党と民進党に対し、議員定数のさらなる削減などを検討する第三者機関の設置などを、付帯決議として法案に盛り込むよう求め、両党の出方を見極めたうえで対応を決める方針です。
衆議院の選挙制度の見直しを巡っては、「アダムズ方式」と呼ばれる都道府県に小選挙区の数を割りふる計算式を、４年後の２０２０年の国勢調査に基づいて導入する自民・公明両党の法案と、６年前の２０１０年の調査に基づき直ちに導入するとした民進党の法案が、今週中にも衆議院に提出されます。
　こうしたなか、おおさか維新の会は「身を切る改革」を主張する立場から、両党が法案に盛り込む議員定数の１０削減では不十分だとして、議員定数のさらなる削減などを検討する第三者機関を設置することや、特別委員会の統廃合など、国会運営の見直しを検討する小委員会を議院運営委員会に設置することなどを求める提言をまとめました。
　おおさか維新の会は、この提言を近く自民党と民進党にそれぞれ示し、法案に付帯決議として盛り込むよう求めることにしていて、提言に対する両党の出方を見極めたうえで対応を決める方針です。
おおさか維新、与党案賛成へ調整　衆院選改革の0増6減

共同通信2016/4/13 20:06

　おおさか維新の会は13日、衆院選挙制度改革を巡り、与党の小選挙区定数「0増6減」を柱とする関連法案に賛成する方向で調整に入った。さらなる定数削減などの国会改革を検討する第三者機関の設置について、付帯決議に盛り込むことを条件とする。党幹部が14日にも自民党側と協議する。おおさか維新の関係者が明らかにした。

　おおさか維新は当初、民進党案を「立場が近い」としていたが、一部野党を取り込みたい政権側の働き掛けに応じる見通しとなった。馬場伸幸幹事長は8日の記者会見で、第三者機関設置を提言し、与党案への歩み寄りを示唆していた。

